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平成25年12月定例会審査日程 

 

日 次 月  日 摘         要 

第１日 12月５日(水) 

開  会 

 委員長の互選 

 副委員長の互選 

 委員席の指定 

第２日 12月17日(火) 

 審査日程の決定、その他 

 総務部関係議案審査 

  議案乙第35号、議案甲第55号 

〔説明、質疑〕 

第３日 12月18日(水) 

 教育委員会教育部関係議案審査 

  議案乙第35号、議案甲第46号、議案甲第47号 

  議案甲第48号、議案甲第49号、議案甲第50号 

  議案甲第51号、議案甲第57号、議案甲第58号 

  議案甲第59号 

〔説明、質疑〕 

 陳情協議 

  陳情第22号 

〔協議〕 

第４日 12月19日(木) 

 現地視察 

  勝尾城筑紫氏遺跡 

 議案審査 

  議案乙第35号、議案甲第46号、議案甲第47号 

  議案甲第48号、議案甲第49号、議案甲第50号 

  議案甲第51号、議案甲第55号、議案甲第57号 

  議案甲第58号、議案甲第59号 

〔総括、採決〕 

  



 - 4 - 

 

日 次 月  日 摘         要 

第４日 12月19日(木) 

 陳情協議 

  陳情第22号 

〔協議〕 

 

 報 告（総務部財政課） 

  平成24年度佐賀県競馬組合決算について 

 

 報 告（教育委員会教育部教育総務課） 

  食育シンポジウム開催について 

 所管事務調査 

 総務文教常任委員会の閉会中の継続審査申し出の件 

 

閉  会 
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12 月定例会付議事件 

 

１ 市長提出議案 

〔平成25年12月16日付託〕 

議案甲第46号 鳥栖市民文化会館条例の一部を改正する条例 〔可決〕 

議案甲第47号 鳥栖市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例 〔可決〕 

議案甲第48号 鳥栖市定住・交流センター条例の一部を改正する条例 〔可決〕 

議案甲第49号 鳥栖市都市広場条例の一部を改正する条例 〔可決〕 

議案甲第50号 鳥栖市体育施設条例の一部を改正する条例 〔可決〕 

議案甲第51号 鳥栖スタジアム条例の一部を改正する条例 〔可決〕 

議案甲第55号 鳥栖・三養基地区消防事務組合規約の変更について 〔可決〕 

議案甲第57号 工事請負契約の変更について 〔可決〕 

議案甲第58号 工事請負契約の変更について 〔可決〕 

議案甲第59号 工事請負契約の変更について 〔可決〕 

議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号） 〔可決〕 

〔平成25年12月19日委員会議決〕  

 

２ 陳 情  

陳 情第22号 国史勝尾城筑紫氏遺跡関連に関する要望書 〔協議〕 

 

３ 報 告  

平成24年度佐賀県競馬組合決算について（総務部財政課） 

食育シンポジウムの開催について（教育委員会教育部教育総務課） 

 

４ その他  

 委員長の互選                       〔平成25年12月５日互選〕 

 副委員長の互選                      〔平成25年12月５日互選〕 

 委員席の指定                       〔平成25年12月５日指定〕 

総務文教常任委員会の閉会中の継続審査申し出の件 〔継続審査〕 

〔平成25年12月19日委員会議決〕  
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１ 出席委員氏名 

 

年 長 委 員 成 冨  牧 男  委 員 久保山  日出男 

委 員 長 国 松  敏 昭     〃    中 村  直 人 

副 委 員 長 下 田    寛     〃    柴 藤  泰 輔 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  久保山  博 幸 

 

３ 議会事務局職員氏名 

 

議 事 係 主 査 江 下    剛 

 

５ 審査日程 

 

委員長の互選 

副委員長の互選 

委員席の指定 

 

６ 傍聴者 

 

  な   し 

 

７ その他 

 

  な   し 
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  午後２時50分 

 

 

  年長委員の紹介 

 

江下 剛議会事務局議事係主査 

 総務文教常任委員会担当書記の江下と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、選任後最初の委員会でありますので、委員会条例第８条第２項の規定により、

年長委員が委員長の互選を行うことになっております。 

 本日の出席委員中、成冨牧男委員が年長の委員でありますので、御紹介申し上げます。 

 成冨委員、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

    〔成冨委員、委員長席へ〕 

成冨牧男委員 

 ただいま御紹介いただきました成冨でございます。委員会条例第８条第２項の規定により、

委員長選出まで委員長の職務を行います。皆様方の御協力をよろしくお願い申し上げます。 

それでは、これより委員会を開会いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  委員長の互選 

 

成冨牧男委員 

早速ですが、委員長の互選を行います。 

委員長は委員会において互選することになっています。どういう方法で選任したらよろし

いか、皆さんの御意見を承りたいと存じます。 

どなたか。 

下田 寛委員 

指名推選という形でいかがでしょうか。 

成冨牧男委員 

ただいま、指名推選により選任したらどうかという御意見がありましたが、推選によって

選任することでよろしいでしょうか。 

開会 

開議 
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   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議がないようですので、推選により委員長を選任することにいたしたいと思いますが、

ここで一旦休憩を入れたいと思います。 

 

 午後２時51分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

 午後２時51分開議 

 

成冨牧男委員 

それでは再開いたします。 

どなたか、推選をお願いいたします。 

中村直人委員 

この出席者の中でですね、それぞれ、以前にも総務の委員長もされた経験がありますんで、

国松敏昭委員を総務文教常任委員会の委員長として推選をしたいと思います。 

よろしくお願い申し上げます。 

成冨牧男委員 

ただいま、国松議員を委員長に推選する旨の発言がありましたが、国松議員を委員長に選

任することに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、国松議員を委員長に選任することに決しました。 

委員長選出まで皆様方には御協力をいただき、ありがとうございました。 

これをもって国松委員長と交代いたします。 

   〔国松委員長、委員長席へ〕 

国松敏昭委員長 

ただいま委員長の推選をいただきました、国松でございます。 

副委員長等決まり次第、御挨拶をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

これより委員長職を務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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 副委員長の互選 

 

国松敏昭委員長 

それではこれより副委員長の互選を行いたいと思います。 

副委員長は委員会において互選することになっております。どういう方法で選任したらよ

ろしいでしょうか、皆さんの御意見を承りたいと思います。 

中村直人委員 

それでは、委員長の選任と同様、指名推選という形で選任をお願いしたいと思います。 

国松敏昭委員長 

ただいま推選により選任したらという御意見がございましたが、推選によって選任するこ

とでよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議がないようですので、推選により副委員長を選任することにいたします。 

どなたか推選をお願いいたします。 

中村直人委員 

それでは、それぞれ皆さんにですね、役職というのは大変重要なことだろうと思いますけ

れども、下田委員を副委員長に指名推選したいと思いますが、委員長のほうで取り計らいを

よろしくお願いしたいと思います。 

国松敏昭委員長 

ただいま下田議員を副委員長に推選する旨の発言がありましたが、下田議員を副委員長に

選任することに御異議ありませんでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって下田議員を副委員長に選任することにいたしました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

それでは、ここで御挨拶をいたします。 

ただいま委員長の大任を皆さんの推薦により受けさせていただきます。 

どうか誠心誠意、委員会がスムーズにいくように、皆さんの御協力をいただきながらしっ

かりと進めてまいりたいと、思いますので、どうかよろしくお願い申し上げます。 
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下田 寛副委員長 

ただいま副委員長に御指名をいただきました下田寛でございます。 

誠心誠意活動してまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

国松敏昭委員長 

そしたら、休憩を行いたいと思います。 

ちょっと休憩いたします。 

 

 午後２時56分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

 午後２時56分開議 

 

国松敏昭委員長 

では、再開いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

 委員席の指定 

 

国松敏昭委員長 

委員の席の指定を行いたいと思います。 

ちょっと休憩をいたします。 

 

 午後２時56分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

 午後２時57分開議 

 

国松敏昭委員長 

じゃあ、再開をいたします。 
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それでは、委員の席の指定を、現在、座っていただく席を、今座っていただいているとこ

ろを指定いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

それでは、その他何か皆さんに御意見ございましたら伺いたいと思います。 

   〔発言する者なし〕 

よろしいでしょうか。 

はい、そしたら総務文教常任委員会をここで終了させていただきます。 

 

 午後２時58分散会 
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総務文教常任委員会委員席表 

 

 

国松敏昭委員長 

○ 

                                 

                                   

  下田 寛副委員長                      中村直人委員 

       ○                             ○ 

 

    柴藤泰輔委員                      久保山日出男委員 

       ○                            ○      

 

   久保山博幸委員                      成冨牧男委員    

       ○                            ○      
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１ 出席委員氏名 

 

  委 員 長  国 松  敏 昭   委 員  中 村  直 人 

  副 委 員 長  下 田    寛      〃     久保山  博 幸 

  委 員  成 冨  牧 男      〃     柴 藤  泰 輔 

     〃     久保山  日出男 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  な   し 

 

３ 委員会条例第19条による説明員氏名 

 

  総 務 部 長  野 下  政 信   教 育 長  天 野  昌 明 

  総 務 部 次 長  野 田    寿   教 育 部 長  園 木  一 博 

     〃     詫 間    聡   教 育 部 次 長  尼 寺    学 

     〃     辻    易 孝   学校教育課長  柴 田  昌 範 

  総務課長補佐  古 澤  哲 也   生涯学習課長  緒 方  心 一 

  総務課秘書係長  鹿 毛  晃 之   文化芸術振興課長  白 水  隆 弘 

  総務課文書法制係長  樋 本  太 郎   スポーツ振興課長  石 丸  健 一 

  総務課職員係長  実 本  和 彦    

  総合政策課長  松 雪    努    

  総合政策課長補佐  藤 川  博 一 

  情報管理課長  江 嵜  充 伸 

  情報管理課広報統計係長  熊 田  吉 孝 

  財政課長補佐  小 栁  秀 和 

  契約管財課管財係長  庄 山  裕 一 

  契約管財課管財係長待遇  中 嶋  浩 一 

     〃     野 中  潤 二 

  契約管財課契約検査係長  立 石  光 顕 

 

  会計管理者兼出納室長  権 藤  博 文   選挙管理委員会事務局次長  姉 川  勝 之 
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  監査委員事務局長  中 山  泰 宏   議会事務局長  江 﨑  嗣 宜 

  監査委員事務局次長  豊 増  秀 文 

 

４ 議会事務局職員氏名 

 

議会事務局次長 林    吉 治 

 

５ 審査日程 

 

議案審査 

議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号） 

議案甲第55号 鳥栖・三養基地区消防事務組合規約の変更について 

〔説明、質疑〕 

 

６ 傍聴者 

 

  な   し 

 

７ その他 

 

  な   し 
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  午前10時開議 

 

国松敏昭委員長 

それではこれより、平成25年12月定例会総務文教常任委員会を開会をいたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  審査日程の決定 

 

国松敏昭委員長 

まず、委員会の審査日程についてお諮りいたします。 

お手元にあらかじめ正副委員長協議の上、審査日程案を配付をいたしております。 

付託議案につきましては、甲議案10件、乙議案１件の合計11件であります。 

審査日程につきましては、本日17日に総務の総務部の審査、あす18日は教育委員会教育部

の審査、19日は現地視察、その後、総括、採決ということでお願いしたいと思います。 

なお、現地視察については後ほど副委員長のほうから御説明いたします。 

審査日程については以上のとおり決したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって委員会の日程については御手元に配付のとおりと決しまし

た。 

続きまして、副委員長から現地視察につきまして御説明をお願いいたします。 

下田 寛副委員長 

現地視察につきましては、審査日程には19日と上げておりますけれども、委員長、執行部

と協議をした上で、現在のところ予定をしておりません。 

しかしながら皆様方の御希望が、委員の皆様から御希望があれば、執行部・事務局とも調

整の必要がありますので、本日中に、私のほうまで申し出ていただきますようよろしくお願

いいたします。 

以上です。 

国松敏昭委員長 

それでは、総務部の審査に入りますので、執行部準備のために暫時休憩いたします。 
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  午前10時２分休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前10時９分開議 

 

国松敏昭委員長 

再開いたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  総務部 

 

国松敏昭委員長 

これより、総務部関係議案の審査を行います。 

総務部関係議案は、議案乙第35号及び議案甲第55号の２議案であります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号） 

 

国松敏昭委員長 

まず議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

詫間 聡総務部次長兼財政課長 

おはようございます。 

それでは議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号）、総務部関係につ

いて御説明を申し上げます。 

説明いたします資料につきましては、総務文教常任委員会資料並びに総務文教常任委員会

参考資料２部をお手元に配付しておりますので、それをもとに御説明を申し上げます。 

それでは、委員会、資料のほうからめくっていただきまして、まず歳入の項目でございま

す。 
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１ページ、歳入です。 

款19．繰入金、項１．基金繰入金、目１．減債基金繰入金、節１．減債基金繰入金でござ

います。 

こちらにつきましては１億9,125万2,000円の減額補正を行うものでございます。内容とい

たしましては、当初予算からの編成に伴いまして繰り入れておりました減債基金繰入金から

の減額補正を行うものでございます。 

続きまして、款22．市債でございます。項１．市債、目６．農林水産業債、節１．農林債

でございます。 

こちらにつきましては、環境経済部の関係の歳出項目となっておりますけれども、歳入の

項目といたしまして、市債につきまして、今総務文教常任委員会の中で報告をさせていただ

くものでございます。 

内容といたしましては、県営水利施設事業に対する起債等でございまして、予算書におき

ましては46ページに農林水産業費のところの項目として計上させていただいておるところで

ございます。 

歳入につきましては以上でございます。 

江﨑嗣宜議会事務局長 

歳出について説明をさせていただきます。 

説明資料２ページでございます。 

款１．議会費、項１．議会費、目１．議会費、節２．給料からから節４．共済費まで、こ

れにつきましては、議会事務局職員７名分の、給与の特例措置及び人事異動による給料の減

額補正でございます。 

以上でございます。 

野田 寿総務部次長兼総務課長 

次に、総務費でございます。 

目１．一般管理費の補正でございますが、節２．給料、節３．職員手当等、節４．共済費

は、特別職及び総務部職員63人分の給与等減額の特例措置及び人事異動などによります補正

でございます。 

以上でございます。 

辻 易孝総務部次長兼契約管財課長 

続きまして、目７．財産管理費、節11．需用費の光熱水費につきましては、電気料金の値

上げや異常気象による空調機の運転時間緩和による基本料、使用料の増加などに伴い増額補

正をお願いするものでございます。 
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以上です。 

松雪 努総合政策課長 

めくっていただきまして３ページでございます。 

目９．企画費、節11．需用費でございます。 

今回80万円を補正させていただいておりますが、これは平成26年度が市制施行60周年とい

うことになります。そのために、年明けから懸垂幕、それからバナーフラッグ、ポスターな

どを作成する費用として計上させていただいているところでございます。 

以上でございます。 

詫間 聡総務部次長兼財政課長 

続きまして目13．公共施設整備基金費でございます。節25．積立金でございまして、補正

額として２億円、公共施設整備基金への積み立てを行うものでございます。 

ここで合わせまして、参考資料で別冊で御提出しております分で、１ページ目に基金残高、

12月補正後の額を挙げております。 

ここの中で公共施設整備基金、平成24年度末の現在高13億8,144万円、これと積立額、９

月で２億円積み立てを行っております。 

今回２億円積み立てを行うということで、平成25年度12月補正後の現在高といたしまして

17億3,874万円という残高になります。 

先ほど歳入の中でも申しておりました減債基金の関係でございます。その一つ上段にあり

まして、減債基金、平成24年度末の現在高７億8,696万3,000円、こちらのほうが右から２番

目のところに取り崩し額と計上いたしております。 

ここの中で当初の繰入額と、あと９月における繰り戻し額、今回12月の繰り戻し額等を踏

まえまして、12月現在で５億8,783万1,000円の現在高というところになっておるところでご

ざいます。 

以上でございます。 

野田 寿総務部次長兼選挙管理委員会事務局長 

次に選挙費でございます。 

目１．選挙管理委員会費の補正でございますが、節２．給料、節４．共済費は、選管事務

局職員２人分の給料の特例措置によります減額補正でございます。 

以上でございます。 

江嵜充伸情報管理課長 

続きまして、項５．統計調査費でございます。 

目１．統計調査総務費につきましては、節２の給料から節４の共済費の補正につきまして
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は、統計関係職員２人分の給与の特例措置及び人事異動等に伴うものでございます。 

以上でございます。 

中山泰宏監査委員事務局長 

続きまして、監査委員費でございます。４ページをお願いいたします。 

款２．総務費、項６．監査委員費、目１．監査委員費につきましては、節２．給料から節

４．共済費は、事務局職員３人分の給与の特例措置及び人事異動等に伴う減額補正分でござ

います。 

以上です。 

野田 寿総務部次長兼総務課長 

次に消防費でございます。 

目１．総務管理費の補正でございますが、節２．給料、節３．職員手当等、節４．共済費

は、それぞれ消防担当職員２人分の給与の特例または人事異動等によります補正でございま

す。 

以上で一般会計補正予算、総務部関係分の御説明を終わらせていただきます。 

国松敏昭委員長 

執行部の説明が終わりました。 

これより質疑を行います。 

久保山日出男委員 

基金の中での公共施設整備基金、９月と12月ということで、挙がっておりますが、これは

例年  前の資料は私ちょっと持って来てませんので  年２回するとか、そういうことじ

ゃなくて、何かを思惑と言いますか、何か予定が組まれての２回にわたってしているのか。 

お願いします。 

詫間 聡総務部次長兼財政課長 

今回の公共施設整備基金の積み立ての関係でございます。 

この公共施設整備基金に関しまして、若干補足説明をさせていただきます。 

公共施設整備基金が平成20年度に創設をされておりまして、これ平成20年度当初２億円か

らの積み立てを行っておりました。 

平成24年度末におきまして、先ほど申し上げましたとおり13億8,144万円と、おおむね２

億ないし５億、３億円程度の額等を踏まえてきて積み立てを行ってきたところでございます。 

今回９月と12月と行うところございますけれども、一般質問の中でも、今後の公共施設に

対する老朽化の対策をどのようにやるのかというふうなところの質疑をいただいておったと

ころでございます。 
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そういった中で、平成27年度ごろをめどに公共施設の整備計画等を立てていくというふう

なことで答弁をしてまいったところでございます。 

そういったところで、現時点におきましては、財源等の幾ら確保かというところは明確に

お示しすることができませんけれども、今回、財源等の確保ができたことによって、この公

共施設整備基金に積み立てることといたしたものでございます。 

以上でございます。 

久保山日出男委員 

はい、わかりました。 

ありがとうございました。 

成冨牧男委員 

それでは、関連で質問いたします。 

今の公共施設整備基金ですけども、先ほどまだどれぐらいで済むかというのはわからんと

いうことでしたが、本来は大体こういう課題があってこれだけ積み立てんといかんと、それ

はもう先ほど言われたように、一般質問でも言われたとおりだと思いますけども、そうしな

いとどれぐらいほかのところにそのしわ寄せが来るのかとか、そういうのがわからんと思う

んですよね。 

だから基金はいつまでにどれだけ積むのかちゅうのは、早急に試算といいますか、積み立

ての目標なんかも、それから年次ですね、明らかにする必要があると思うんですが、いかが

でしょうか。 

詫間 聡総務部次長兼財政課長 

成冨議員の質問がございまして、基金等の目標額、年次的計画という質問でございますけ

れども、基金の目標額といいますとこの公共施設整備基金でございますけれども、先ほども

答弁いたしましたとおり、平成27年度ごろをめどにということでございまして、その試算を

やってる最中という答弁を一般質問の中でもさせていただいておるところでございます。 

したがいまして基金の目標額、公共施設整備基金については、現在、お示しすることがで

きないというところでございまして、年次的な計画につきましては、財政運営上今回につき

ましては、昨年度につきましては２億円でございますけれども、年次的にこれは、増加等を

しておるところでございます。 

先ほども平成20年度からの基金創設ということで申し上げておりまして、現在積み立て等

を基金を行っておるというところでございます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 
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そしたら確認ですけど、平成27年度には大体公共施設、必要な公共施設の整備のための財

源等がどれぐらい要るかというのが出てくるということでよろしいですか。 

詫間 聡総務部次長兼財政課長 

はい、先ほど申し上げましたとおり、公共施設の保全計画等の策定等に伴いまして、必要

とする財源等の確保、その中で基金等からの繰り入れ等を行うか、そのあたりを見きわめた

いと思っておるところでございます。 

以上でございます。 

国松敏昭委員長 

いいですか。 

成冨牧男委員 

はい、わかりました。 

国松敏昭委員長 

ほかございますでしょうか。 

中村直人委員 

ただいまの公共施設整備基金に関連してお尋ねしますけれども、やはり施設改善をしてい

くためには、いろんなベースが変わってきてるところがいっぱいあるんですよね。 

極論すると陸上競技場だって今９レーンが欲しいとか、それから、ゴムチップにしてほし

いとか、いろんな要望というのはあるんですよ。 

ですから、そこら辺の見きわめというのも大切だし、体育館においても今の現状のままで

するのか、やはりこれから先の目標を立てて、人口なども立てて、もう少し大き目のものを

つくるのか、そういった設計が必要だと思うんですよ。たから、それに伴ってどれだけの設

備費がいるかというのが出てこなくてはいけない。 

ですから単に現状のままの改修ということじゃなくして、将来にわたるいろんな見込みを

しながら施設の改善をすると、そういう計画性がなければいけないと思うんですよね。そう

しないとまた同じことを繰り返すわけだから。ですから、今どのような状況になってるいる

のか。 

今特に公共施設、体育施設などは、同一時期に大体建設してますから、一気に老朽化が進

んでいると。さらにはスタジアムなんかも、今もうＪリーグからいろんな改善要求があるわ

けですよね。今トイレをやってますけれども、いすをもう少しこう広めてくれとかいろんな

要望が出ててくるわけですね。 

そうしますと今改善要求してるだけでも、スタジアムだけでも、長い年度を見ると15億円

か18億円ぐらいの予算が要るという、このシミュレーション立ててるわけですよね。そうす
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ると今のままでもまだ17億円ですから、スタジアムだけでもうこれ終わるという、こういう

計算になっていくわけです、今のままでいけば。 

ですからもっと将来像を見込んで、予算も積み立てながら、やはり改修をしていくと、そ

ういうふうなとこまでですね、踏み込んでやはりこの計画を立てないと、また同じことを繰

り返すような状況ですので。 

さらには、施設のどれから進めていくのか、重要度が高いものからやはり先に進めていか

なければいけないでしょうから、そういった面の年次計画というのはやはりきちんと立てる

べきだとこう思っておりますので、そういった面を含めて、これから先の計画を立てられる

ときにはそういった面を含めたところで考えてほしいということだけを要望しておきますの

で、よろしくお願いします。 

久保山日出男委員 

中村議員と重複する点もあります。 

国体も佐賀県が今回手を挙げておりますので、その辺も含めて、ぜひお願いしておきたい

と思っております。 

以上です。 

国松敏昭委員長 

答弁要りませんですね、答弁はね。 

成冨牧男委員 

保全計画のことでお尋ねしたいんですが、保全計画を進めるところ、いわゆる所管はどこ

なんでしょうか。 

それと、それに向かってのこれは概略でいいですけども、平成27年度までとか、「ごろ」

とかいう言葉も出てますが、その平成27年度に向かって具体的に、今、各議員から出てるよ

うに、それぞれの所管、幾つか所管、特に大きいのは今言われた文教の関係とか、教育部関

係とかいろいろあると思うんですが、どういう、またちょっと、平成27年度ごろと言ってま

したが、平成28年度か29年になりましたと言わない、言いわけしなくていいようにしなくて

はならないと思いますが、どういう段取りを考えておられるのか、概略でもいいですからお

答えください。 

以上です。 

詫間 聡総務部次長兼財政課長 

現在進めております公共施設の保全計画につきまして、まず、老朽化しておる建物の関係

について、今後積算等が必要になってくると思います。そういった意味から、保全計画等、

担当部署、建設課の中での建築担当のほう、建物に関してはそちらのほうが所管をするもの
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と認識をいたしております。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

いろいろありますけども、わかりました。 

それで、今建設課がって言われましたけども、そこだけで済む話でもないと思いますので、

時間限られてますのでよろしくお願いしたいと思います。 

それからもう１点だけよろしゅうございますか、別件で、委員長。 

今回、給与の特例措置及び人事異動により給料の減額補正というのがずっと上がっており

ますけれども、この給与の特例規定措置で減額になったこの時点での、それを理由とした減

額の総額は幾らでしょうか。お願いします。 

野田 寿総務部次長兼総務課長 

減額の影響額ですけれども、一般会計職員、それから国保、農集、新駅などの特会職員、

それから企業職員、全員含めまして8,421万6,000円が給料の減額ということなります。 

あと管理職手当と特別職の給料も下げておりますので、それまですべて合わせますと

8,851万4,000円というふうな影響額が出ております。 

国松敏昭委員長 

よろしいですか。 

ほかはございますでしょうか。 

   〔発言する者なし〕 

では質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案甲第55号 鳥栖三養基地区消防事務組合規約の変更について 

 

国松敏昭委員長 

次に、議案甲第55号 鳥栖三養基地区消防事務組合規約の変更についてを議題といたしま

す。 

執行部の説明を求めます。 

野田 寿総務部次長兼総務課長 

議案甲第55号 鳥栖・三養基消防事務組合規約の変更についてでございます。 

これは規約の変更に関する協議をしたいので、地方自治法の規定により、市議会の議決を



 - 26 - 

求めるものでございます。 

規約の変更の内容といたしましては、鳥栖市と三養基郡各町、１市３町の構成団体が負担

しております負担金の算定方法の変更でございます。 

現行各市町の負担金の額は、当該年度の消防費に係る地方交付税の額を算定基礎としてお

りますけれども、これを、前年度の消防費に係る地方交付税の額とするものでございます。 

理由といたしましては、これまで、当該年度の交付税額を算定額としておりましたので、

年度途中の交付税額の確定に伴い、増額または全額の補正をする必要があった各市町の負担

金を、当初予算の段階で前年度の交付税ということで、当初予算の段階で確定させまして、

安定的な消防事務組合の予算運営とするものでございます。 

規約変更の施行日は平成26年４月１日からといたしております。 

以上でございます。 

国松敏昭委員長 

執行部の説明が終わりました。これより質疑を行います。 

ありますか。 

成冨牧男委員 

これ当該年度を前年度に改める、当然いいほうに改めたちゅうことでしょうけど、逆に懸

念される点ちゅうのは全くないんでしょうか、お尋ねします。 

野田 寿総務部次長兼総務課長 

そうですね、特にこれは１市３町で話し合いをした結果のもんでございますけども、特に

減額、今までが増額の場合は、特段、予算運営上は問題なかったんですけども、減額、特に

大幅な減額となった場合についてはですね、今後、当初予算からの運営がちょっと難しくな

る可能性も出てくるということで、今回改めたものでございますので、懸念材料というとこ

ろは今のところないと考えております。 

以上でございます。 

国松敏昭委員長 

よろしいですか。 

ほかはございますでしょうか。 

   〔発言する者なし〕 

はい、質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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国松敏昭委員長 

以上で総務部関係議案の質疑は終了いたしました。ですね、はい。 

あすは午前10時から教育委員会教育部関係議案の審査を行います。 

以上で本日の日程を終了いたします。 

本日の委員会はこれをもちまして散会いたします。 

 

  午前10時32分散会 
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  教 育 部 次 長  尼 寺    学   生涯学習課長補佐  佐 藤  敦 美 

  教育総務課総務係長  豊 増  裕 規   生涯学習課文化財係長  久 山  高 史 

  教育総務課総務係主査  桑 形    伸   文化芸術振興課長  白 水  隆 弘 

  学校教育課長  柴 田  昌 範   文化芸術振興課長補佐  久保山    卓 

  学校教育課参事  佐々木  英 利   文化芸術振興課文化芸術振興係長待遇  久保山  智 博 

  学校教育課長補佐  宮 原    信   スポーツ振興課長  石 丸  健 一 

  学校教育課主幹  中 山  孝 史   スポーツ振興課長補佐  三 橋  和 之 

 

４ 議会事務局職員氏名 

 

議 事 係 主 査 江 下    剛 

 

５ 審査日程 

 

議案審査（教育委員会教育部） 

議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号） 

議案甲第46号 鳥栖市民文化会館条例の一部を改正する条例 
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議案甲第48号 鳥栖市定住・交流センター条例の一部を改正する条例 

議案甲第49号 鳥栖市都市広場条例の一部を改正する条例 

議案甲第51号 鳥栖スタジアム条例の一部を改正する条例 

議案甲第47号 鳥栖市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例 

議案甲第50号 鳥栖市体育施設条例の一部を改正する条例 

議案甲第57号 工事請負契約の変更について 

議案甲第58号 工事請負契約の変更について 

議案甲第59号 工事請負契約の変更について 

〔説明、質疑〕 

陳情協議 

陳 情第22号 国史勝尾城筑紫氏遺跡関連に関する要望書 

〔協議〕 

 

６ 傍聴者 

 

  な   し 

 

７ その他 

 

  な   し 

 

  



 - 31 - 

  午前10時１分開議 

 

国松敏昭委員長 

それではこれより本日の委員会を開きます。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

審査に入ります前に現地視察につきましては、副委員長のほうから報告がございます。 

下田 寛副委員長 

昨日、散会後に現地視察につきましては、委員の皆様と協議をさせていただきましたとこ

ろ、あすの午前10時から勝尾城筑紫氏遺跡にて現地視察を行うことになりましたので、よろ

しくお願いいたします。 

以上です。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  教育委員会教育部 

 

国松敏昭委員長 

それでは、本日は教育委員会教育部関係議案の審査を行います。 

教育部関係の議案は、議案乙第35号、議案甲第46号から議案甲第51号まで及び議案甲第57

号から議案甲第59号まで、以上10議案であります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号） 

 

国松敏昭委員長 

まずは議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

園木一博教育部長 
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おはようございます。 

本日御審議を賜ります教育部関係議案の概要について申し上げます。 

御審議を賜りますのは、議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号）と、

甲議案が９件となっております。 

まず、教育部関係の補正予算の概要でございますけれども、４月の人事異動等々に伴いま

す人件費の調整を含め、教育費全体で897万円8,000円の減額となっておりまして、補正後の

教育費総額は28億7,448万4,000円となっております。 

補正の主なものといたしましては、国の補助を受けまして小中一貫教育の調査、研究を行

う小中一貫教育研究事業として99万4,000円、小・中学校の新年度の学級増に伴います施設用

備品等の購入費用として520万7,000円、市制60周年記念事業として１月22日に開催されます

三枝改め６代桂文枝襲名披露公演の費用として20万円、ネーミングライツ契約満了に伴いま

すスタジアム看板改修工事650万円となっております。 

また甲議案９件のうち、議案甲第46号 鳥栖市文化会館条例の一部を改正する条例、議案

甲第48号 鳥栖市定住交流センター条例の一部を改正する条例、議案甲第49号 鳥栖市都市

広場条例の一部を改正する条例、議案甲第51号 鳥栖スタジアム条例の一部を改正する条例、

４議案につきましては、消費税率が５％から８％に引き上げることに伴いまして、使用料等

を改正するものでございます。 

また議案甲第47号 鳥栖市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例及び議案甲第50

号 鳥栖市体育施設条例の一部を改正する条例につきましては、消費税率の見直しに合わせ

まして勤労青少年ホームの利用を見直すことに伴いまして、勤労青少年ホーム多目的ホール

を体育施設とするための改正でございます。 

さらに議案甲第57号から59号の工事請負契約の変更につきましては、本年７月の臨時議会

において議決いただきました鳥栖市学校給食センター新築工事の建築、機械設備、電気設備

の工事請負契約につきまして、平成25年度公共工事設計労務単価の運用に関する特例措置に

基づく変更協議による工事請負契約の変更について、市議会の議決をお願いするものでござ

います。 

以上、概要について申し上げましたけれども、それぞれの内容につきましては、各担当課

長より説明させますので、どうぞよろしく御審議賜りますようお願いを申し上げます。 

それでは順次説明をさせていただきます。 

国松敏昭委員長 

はい、これより質疑を、じゃない執行部の説明をお願いします。 

柴田昌範学校教育課長 
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歳入につきまして学校教育課から御説明いたします。 

款15．国庫支出金、目４．教育費委託金、節１．教育総務費委託金、補正額が99万4,000

円です。 

これは小中一貫校による多様な教育システムの調査研究事業委託金で文部科学省へ応募

して研究助成金をいただく事業となっております。 

以上です。 

尼寺 学教育部次長兼教育総務課長 

款18．寄附金、項１．寄附金、目１．教育費寄附金につきましては、個人の方から育英資

金にかかわる給付金として10万円、あわせて交通遺児に係る寄附金といたしまして、ＢＳ労

働組合より12万4,000円をいただいているものでございます。 

以上です。 

石丸健一スポーツ振興課長 

同じページの下をお願いいたします。予算書は30ページになります。 

款19．繰入金、項１．基金繰入金、目６．スポーツ振興基金繰入金、節１．スポーツ振興

基金繰入金25万円につきましては、スポーツ振興奨励金に充てるため基金を取り崩し、繰り

入れるものでございます。 

歳入については以上でございます。 

尼寺 学教育部次長兼教育総務課長 

歳出について御説明をさせていただきます。 

ページは２ページでございます。 

款10．教育費、項１．教育総務費、目の２、総務事務局費の節の２から節の４共済費につ

きましては、人事異動に伴います人件費の調整でございます。 

節の７、賃金につきましては、学校用務員として旧地域財団より派遣をいただいておりま

した職員２名の人事異動に伴い、新たに臨時職員を雇用したため、賃金が不足するというこ

とで、賃金を新たにお願いするものでございます。 

節の20、扶助費につきましては、交通遺児６名に対し見舞金を支給するものでございます。 

節の28、繰出金につきましては、育英資金による寄附金を基金に繰り出すものでございま

す。 

以上でございます。 

柴田昌範学校教育課長 

目３．学校教育事務局費、節２．給料、節３．職員手当等、節４．共済費までは当初予算

額とその後の人事異動等に伴う人件費の調整で生じた額です。 
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続きまして節５．災害補償費として１万円です。災害補償費として学校図書館事務補助員

が児童からかみつかれ、負傷したことによる治療費を支払ったものです。 

続いて、節８．報償費の謝金として10万円です。小中一貫校による多様な教育システムの

調査研究事業委託金からの支出です。主に小中一貫教育に関連した日本語教育関係の講師謝

金となっております。 

節９．旅費で57万5,000円、これも文科省研究助成金からの分でありまして、一般旅費で

小中一貫教育研究会に係る講師旅費等となっております。 

節11．需用費として印刷製本費で19万9,000円です。これも研究助成金からですけれども、

小中一貫教育研究会に係る報告資料等作成代となっております。 

節18．備品購入費、図書購読料ですけれども、これも研究助成金からとなっております。

小中一貫教育に係る参考図書として、主に教科日本語の教科書作成に係る資料として購入す

るものです。 

以上です。 

尼寺 学教育部次長兼教育総務課長 

４ページをお願いいたします。 

項の２、小学校費、目の１、学校施設管理費、節の２給料から節４．共済費につきまして

は、人事異動に伴います人件費の調整でございます。 

以上でございます。 

柴田昌範学校教育課長 

目２．学校事務管理費、節11．需用費として60万2,000円です。消耗品費として学校給食

食器等の消耗品の購入費です。平成26年度小学校学級増に係る給食消耗品となっております。 

節18．備品購入費418万4,000円です。備品購入費として机等の教室用備品等を購入するも

のです。 

以上です。 

尼寺 学教育部次長兼教育総務課長 

５ページをお願いいたします。 

項の３、中学校費、目の１、学校施設管理費の節の２、給料から節の４、共済費につきま

しては、人事異動に伴います人件費の調整でございます。 

以上です。 

柴田昌範学校教育課長 

目２．学校事務管理費、節18．備品購入費として42万1,000円です。備品購入費は机等の

教室用備品等ですけれども、鳥栖中、各１学級増を見込んでの購入費というふうになってお
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ります。 

以上です。 

緒方心一生涯学習課長 

生涯学習課から説明をさせていただきます。資料６ページをお願いいたします。 

項４．社会教育費、目１．社会教育総務費のうち、節２．給料から節４．共済費につきま

しては、生涯学習課職員の人事異動等に伴う人件費の調整をお願いしているものでございま

す。 

次に節23．償還金利子及び割引料につきましては、昨年度、平成24年度佐賀県放課後子供

プラン推進事業に対しまして県から平成24年度中に補助金を受け入れておりましたけれども、

事業費の確定に伴う交付決定が今年度にされたことから、その差額について、還付を行うも

のでございます。 

以上でございます。 

白水隆弘文化芸術振興課長 

はい、文化芸術振興課より御説明申し上げます。 

資料６ページ、下段でございますけれども、目３．図書館費につきまして、節の２から節

の４につきましては、当初予算額とその後の人事異動等に伴います人件費の調整でございま

す。 

７ページをお願いいたします。 

同じく図書館費、節11．需用費でございますけれども、このうち、光熱水費500万円、失

礼しました、50万円につきましては、図書館運営にかかわります光熱水費、主に電気料金の

補正をお願いしているものでございます。 

その下、修繕料21万円につきましては、図書館内の児童図書エリアの畳部分の戸棚の扉が

危険な状態になっておりますのでその修繕、及び非常用電源のバッテリーの修繕をお願いし

ているものでございます。 

引き続き、目６．文化振興費でございます。 

同じく、節の２から節の４につきましては、当初予算とその後の人事異動等に伴います人

件費の調整でございます。 

節11．需用費につきましては、文化会館等の運営にかかわります燃料費、主に空調用のガ

ス代をお願いしているものでございます。 

節14．使用料及び賃借料につきましては、会場借り上げ料といたしまして、鳥栖市市制60

周年記念事業にかかわります大ホール等の借上料をお願いしておるものでございます。 

最下段でございますけども、節15．工事請負費100万円につきましては、文化会館１階北
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側にございます非常口の扉の改修工事をお願いするものでございます。 

以上でございます。 

石丸健一スポーツ振興課長 

スポーツ振興課でございます。８ページをお願いいたします。予算書は59ページになりま

す。 

項５．保健体育費、目１．保健体育総務費の節２．給料から節４．共済費の減額につきま

しては、４月の人事異動に伴う調整でございます。 

節８．報償費25万円につきましては、国際大会出場者へのスポーツ振興奨励金でございま

す。 

節25．積立金、スポーツ振興基金積立金24万8,000円につきましては、スポーツ振興奨励

金に充てる財源として積み立てを行うものでございます。 

続きまして、目３．体育施設費の節11．需用費につきましては、北部グラウンドの２面化

に伴いまして、肥料、殺菌剤、殺虫剤等の芝管理薬品及び砂、種の消耗品費250万円、電気料

金やガス料金の値上げや、北部グラウンドの２面化に伴い、本年夏の暑さに対応したための

水道料金など光熱水費917万7,000円の計1,167万7,000円を計上いたしております。 

また、現在、スタジアムのネーミングライツスポンサーを公募しておりますけれども、新

たなスポンサーが決まっておらず、ベストアメニティ株式会社との契約が本年12月までとな

っておりますので、スタジアムなどに設置しておりますベストアメニティのサイン等の撤去

費用として、節15．工事請負費650万円を計上いたしております。 

以上、説明を終わります。 

国松敏昭委員長 

執行部の説明が終わりました。 

これより質疑を行います。 

柴藤泰輔委員 

まず２ページの、目２、節20の扶助費で、交通遺児手当、これ６名の方にということは、

今までいた遺児の方ということでよろしいですか。 

尼寺 学教育部次長兼教育総務課長 

交通遺児につきましては毎年予算をお願いしているところでございますが、今年度につき

ましても、昨年以前に引き続きまして、交通遺児の方に寄附金の中から見舞金を支給するも

のでございます。 

柴藤泰輔委員 

増えたっていうことじゃないんですよね。で、この補正された理由としてはどういった理



 - 37 - 

由ですか。 

尼寺 学教育部次長兼教育総務課長 

寄附金をいただいた中から、今回の見舞金として支給するための予算をお願いするもので

ございます。 

柴藤泰輔委員 

はい、わかりました。 

続きまして３ページの、節５の、この災害補償費で、ちょっと予算的なもんじゃないんで

すけど、児童にかみつかれたって、けがはどういったぐあいだったんですか。 

柴田昌範学校教育課長 

これはですね、本年10月４日に起こったんですけれども、若葉小学校２年生のお子さんに

腕等をかみつかれ負傷したということで、市内の病院で治療を行われまして、治療費として

7,606円と調剤費2,000円ということで、激しくかみつかれたと。ちょっといろいろ問題を抱

えるお子さんで、こういった事件が起こっております。 

以上です。 

国松敏昭委員長 

まだあるんですか。 

柴藤泰輔委員 

７ページの節の一番上の需用費なんですけど、この非常用電源のバッテリー修繕って、こ

れエレベーターのバッテリーか何かですか。 

白水隆弘文化芸術振興課長 

エレベーターではございません。施設の維持管理用の非常用の電源でございまして、空調

等にかかわるものが主でございます。 

補足いたしますと、空調、それから図書館内の照明、その他さまざまな誘導機器にかかわ

るものでございます。 

柴藤泰輔委員 

同じく７ページの一番下の工事請負費の、非常口の改修工事のもうちょっと詳しい内容、

どういった工事されるかを教えていただいてよろしいでしょうか。 

白水隆弘文化芸術振興課長 

工事請負費につきましては、文化会館のロビーの北側通路に取りつけてあります非常用の

扉でございますけれども、腐食等が著しいために開閉がままならない部分が出てきておりま

すので、これを全て取りかえるという工事でございます。 

以上でございます。 
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国松敏昭委員長 

いいですか。 

柴藤泰輔委員 

はい、ありがとうございました。 

国松敏昭委員長 

はい、ほかはございますでしょうか。 

成冨牧男委員 

３ページですね。３ページ。 

はい、３ページの報償費と旅費の…… 

国松敏昭委員長 

成冨委員。ごめんなさい、ちょっとマイクを近づけて言ってください。 

成冨牧男委員 

歳出のほうですね、３ページ、報償費と旅費、謝金、一般旅費の内訳といいますか、積算

根拠を教えてください。 

柴田昌範学校教育課長 

まず報償費でございますけれども、田代中校区小中一貫教育研究会講師謝金として２万円、

これは応用教育研究所の堀口先生です。 

それから、12月24日に市内小中学校全員教職員集めまして行う小中一貫教育教育講演会に、

野口先生の謝金といたしまして２万円、それから２月14日に行います小中一貫コーディネー

ター研修の講師謝金としまして２万円、これは愛知教育大の倉本先生をお呼びすることにし

ております。 

それから、小中一貫校区別研修会講師謝金、二つの中学校校区、西中校区と鳥栖中校区と

いうことで予定しておりますけども、佐賀大学の光冨先生に２万円ずつで合計10万円という

ふうになっております。 

続きまして旅費でございますけれども、先進地視察ということで新発田市のほうへ日本語

教育の視察に行くことにしております。 

その分と、先ほどのコーディネーター研修の倉本先生の分、それから校区別研修会、光冨

先生の分、それから文科省のヒアリングの旅費として合計で57万5,000円ということで、上げ

ているところです。 

以上です。 

成冨牧男委員 

わかりましたけど、ちょっと、まず確認ですけど、一般旅費は講師だけやなくて今度はこ
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っちから先進地視察に行かれる分も入っているということですね。 

それと、謝金のほうでいいますと、すいません最初に言われたこれは、ちょっと私気にな

ったのは、12月24日に２万円という、２人目の分をおっしゃったでしょう。だから最初の２

万円はいつ実施される分なんですかね。 

柴田昌範学校教育課長 

最初に申しました分は、10月25日の田代中校区小中一貫の分でございます。この研究助成

金が６月に応募がありまして、最終的に決定したのが９月13日で、９月13日から３月14日ま

でがこの契約期間となっておりまして、本来ならば、この議会の決定を受けて支出すべきと

ころなんですけれども、助成金をいただくということが決定した段階で、先に支出させてい

ただいているところでございます。 

以上です。 

成冨牧男委員 

今10月と言われましたので、本来あるべき姿とは違うんじゃないかというのを指摘したい

と思いますが、実態としては何か先食いか何かされたんですか、どっから。予算を。 

柴田昌範学校教育課長 

一応ですね、現計予算での対応ということで対応しておりまして、この支出、きちんと歳

入99万4,000円入った時点で、こちらのほうに充てようということで考えております。 

園木一博教育部長 

済みません、補足して御説明させていただきますけれども、この研究事業自体、文科省の

ほうの研究委託事業の応募がございまして、御提案させていただいて、採択の内諾はいただ

いて、本来９月議会に関連予算の計上をお願いしたいということで進めておったんですけれ

ども、正式な交付決定が議会の予算計上時期に間に合わなかったというような状況ございま

して、ただ委託事業でございますので、契約期間ございます。実施計画等も計上しておりま

すので、今12月議会に予算をお願いすることとし、それまでに実施する事業については現計

予算で対応させていただき、12月いっぱいで、補助いただいた金額全ての歳出経費も御計上

させていただいて御審議を賜るということで、本来、予算執行の原則から申し上げると、施

越執行ということで問題があろうかとも思いますけど、内容としましては、補助の採択の状

況、９月議会の上程の時期等々の問題があって、こういった取り扱いをさせていただいたと

いうのが実情でございます。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

金額は大きな金額ではありませんけど、今言われたような内容はやっぱ最初からですね、



 - 40 - 

説明の最初の部分で、ぜひ言ってほしかったなと思います。以上です。 

続けてよろしいですか、委員長。 

国松敏昭委員長 

ちょっとその前に済みません、私から。 

今の教育費委託金ということで、事後承認という形に理解していいかどうか知りませんが、

文科省のそういう中で99万4,000円補正で出し、委託金出し、受けてあります。その後、その

整合性はどうなんでしょうかね。持ち出し金とかそういうのないわけですか。ちょっとそれ

確認です。 

園木一博教育部長 

今回計上しております事業、当然、委託事業でございますので、全額国の負担ということ

になっております。歳入で計上させていただいております99万円4,000円の財源を使いまして、

歳出に上げさせてもらっております報償費、旅費、需用費、備品購入費、総額99万4,000円の

事業となっております。 

そういうことから、市の一般財源等の持ち出しはございません。 

国松敏昭委員長 

はい、わかりました。 

成冨牧男委員 

８ページの、目の体育施設費、節15の工事請負費、スタジアム看板取りかえ等の工事費と

いうことですが、もう少し。ネーミングライツ、次の企業が見つからなかったから看板おろ

さなければならないというのはわかりました。 

国松敏昭委員長 

もう少しマイクを、成冨委員。 

成冨牧男委員 

ごめんなさい。 

スタジアムの看板取りかえ等工事費の、さっきの説明で概略はわかったんですけども、こ

れ、例えば見つかったらですよ、またすぐこれは同じようにまた、同じぐらいの費用がかか

るということですか。どうなりますか、今度。取りかえっていう意味が外すだけじゃいかん

とですね、取りかえ。工事の中身をお願いします。 

石丸健一スポーツ振興課長 

今回御提案させていただいておるものは、現在、道路案内標識に15カ所、それからスタジ

アム及びその周辺の表示に86カ所、計101カ所にベストアメニティもしくはＢＡスタジアムと

いうような表示がなされております。 
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それを、もともと鳥栖スタジアムとありましたものは鳥栖スタジアムに変更、それから新

たにされたものについては、撤去もしくは文字を消すというような工事を想定をいたしてお

ります。 

12月31日でベストアメニティのネーミングライツの期限が切れますので、それまでに新た

なスポンサー企業を見つけるように努力はしておりますけれども、現時点で御応募いただい

ておる企業はございませんので、このままでいきますと、１月以降に改修工事の必要が出て

まいるものというふうに思っております。 

以上でございます。 

国松敏昭委員長 

よろしいですか。（「じゃ見つかったらまた、同じようなぐらいの……」と呼ぶ者あり） 

国松敏昭委員長 

手を挙げて発言をしてください。 

成冨牧男委員 

今の私の尋ねたもう一つのことについてお答え願いたいんですが、見つかったらまた同じ

ぐらいの費用がかかると、もし一回この工事を、やむなくやらざるを得なくなったと、12月

31日まで見つからなくてっていうことですかね。 

石丸健一スポーツ振興課長 

実際工事に取りかかりますのは、議決をいただいてから、それから入札の準備を行うとい

う形になりますので、実際工事としては、２月いっぱいかかるのではないかと、１月中にで

きるということではなくて、遅くても開幕戦前には終わらせたいと、２月の中旬ぐらいには

終わらせたいというふうには思っておりますけど、その間に新たなスポンサーさんが見つか

る場合もあるかと思います。 

その場合は、まだ工事を施工してない場合は、新たなスポンサー名に変わると、実際執行

しないということもあり得るというふうに思っております。 

また、新たな企業さんが見つかった場合は、ネーミングライツ料の20％相当を今日までは

補助金として、看板設置の補助金として、企業さんのほうにお渡してますので、その分の費

用は発生するということになります。 

以上でございます。 

成冨牧男委員 

わかりました。ネーミングライツ料だけの問題じゃないということがよくわかりました。 

以上です。 

国松敏昭委員長 
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ほかはございますでしょうか。 

   〔発言する者なし〕 

質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

これより甲議案の審査を行いますが、甲議案に関係のない職員の方は退席していただいて

結構であります。 

   〔執行部退席〕 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案甲第46号 鳥栖市民文化会館条例の一部を改正する条例 

   議案甲第48号 鳥栖市定住交流センター条例の一部を改正する条例 

   議案甲第49号 鳥栖市都市広場条例の一部を改正する条例 

   議案甲第51号 鳥栖スタジアム条例の一部を改正する条例 

 

国松敏昭委員長 

それでは次に、消費税改正に伴う使用料改正関連の議案甲第46号 鳥栖市民文化会館条例

の一部を改正する条例、議案甲第48号 鳥栖市定住交流センター条例の一部を改正する条例、

議案甲第49号 鳥栖市都市広場条例の一部を改正する条例及び議案甲第51号 鳥栖スタジア

ム条例の一部を改正する条例、以上４議案を一括議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

白水隆弘文化芸術振興課長 

議案甲第46号、議案甲第48号及び議案甲第49号に関します、来年度よりの消費税の増加分

にかかわります使用料等の増加の御提案でございます。 

議案書は31ページ、おのおの31ページ、38ページ、49ページとなっております。 

内容につきましては、現在、条例上にうたっております使用料につきまして、消費税５％

頂戴するところを８％に改めて計上させていただくという内容でございます。 

一括して、同じような御説明でございますので、これで説明を終わります。 

以上でございます。 
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国松敏昭委員長 

はい、執行部の説明終わりました。 

これより質疑を、一括質疑を行います。（発言する者あり）違う。ああ失礼。まだ説明あ

るね。失礼しました。 

石丸健一スポーツ振興課長 

議案甲第51号 鳥栖スタジアム条例の一部を改正する条例、議案書は50ページでございま

す。 

本件につきましても、平成26年４月１日の消費税及び地方消費税の税率の改正に伴い、鳥

栖スタジアム条例の一部を改正するものでございます。 

以上でございます。 

国松敏昭委員長 

以上ですね。よかですね、はい。執行部の説明が終わりました。 

これより一括質疑を行います。 

成冨牧男委員 

まず消費税、消費税に伴う、理由は消費税及び地方消費税の税率の改正に伴い云々という

こと、その分だと思いますけども、ちょっと確認したいんですが、一般的に地方自治体が消

費税の納税者となるのは、上下水道、病院など公営企業分というふうに理解をしております。

一般会計分は、などについてはですね、特に、市民課の窓口などの手数料はもともと課税対

象になってないということですよね。 

しかし、一般会計に係る業務として行う事業は、いわゆる課税対象にはなるわけですね。

しかし、消費税を納める必要はないのではないかというふうに理解しておりますけど、いか

がでしょうか。 

そこちょっと確認させてください。 

園木一博教育部長 

消費税につきましては、地方公共団体の一般会計については納税事業者とはなり得ません。 

先ほど議員御指摘がありましたように、地方公共団体でも企業経営  水道事業、下水道

事業等公営企業等については納税事業者という形になりますけれども、一般会計については

納税事業者にならないというのは御指摘のとおりでございます。 

国松敏昭委員長 

よろしいですか。 

成冨牧男委員 

そうなるとですね、例えば一つの道として、選択として、例えば使用料の本体分を３％分
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下げて、それに３％上乗せして、現状維持っていう考え方もあるということでよろしいんで

すか。 

園木一博教育部長 

今回の国の消費税の改定に伴い、消費税総額、消費税及び地方消費税含めまして５％が

８％に改定がなされております。 

これに関しまして、国のほうより公共料金等の改定については、税の負担の円滑な、適正

な転嫁を基本として処置を行う旨の通知等も行われております。 

それを受けまして、本市におきまして、この消費税の取り扱い、原価の見直しを行わず適

正な税率の引き上げ分を転嫁するということで方針決定に基づきまして、今回関連条例の上

程をさせていただいたという状況でございます。 

成冨牧男委員 

だから、さっき言ったように、使用料の本体、課税、消費税を３％分を転嫁しない、使用

料に上乗せをしないままでいいということはないけれども、ないけれどもですよ、本体を下

げて、さっき私が言ったような形で、結果、今までどおりにすることは別に法律に触れてい

ることはないと思うんですがいかがでしょうか。 

園木一博教育部長 

当然、今回改定しております使用料等につきましては、消費税が５％から８％に税率が改

定されております。当然使用料は課税対象になります。 

そうなりますと、御指摘の３％、本来利用者が負担すべき消費税増額分３％がかかるわけ

ですので、これを原価をその分３％仮に引くとなりますと、利用者が負担すべきその３％を

税で埋めるという形になりますので、本来利用の対価として支払うべき使用料に転嫁すべき

税を利用者から御負担いただくという原則に基づいて、今回、そのまま転嫁させていただい

ということでございます。 

国松敏昭委員長 

よろしいですか。 

成冨牧男委員 

今のはですね、ちょっと納得いきません。 

結局、要は、行政側の選択として利用料金を下げるという選択をすることはあり得るわけ

ですから、今は一般的には値上げが普通でしょうけど、下げることも可能なわけですから、

今の部長の説明はちょっと納得いかないんですけど。 

それで３％上げることによってですね、この関連の使用料関係で増収、どれぐらいふえる

んですか。 
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園木一博教育部長 

これはあくまで、試算という形でしかございませんけれども、おおむね、当然財政当局の

分掌になりますので私がお答えするのはいかがなものかとは思いますけれども、聞き及んで

おる話でいきますと、転嫁に基づいて年額840万円程度の増額になると、料金改定に伴ってと

いうことで聞き及んでいるところでございます。 

成冨牧男委員 

ちょっと今の、聞き及んでるじゃだめだと思います。 

私が申し上げてるのはですね、ここに使用料、今は議案で出てる分ですから、当然、それ

ぞれ転嫁した分でどれぐらい上がるかっていうのは所管としてきちっとつかんでおく必要が

あると思います。 

例えば、平成25年度当初予算、当初予算に対応した形ででも何か資料があれば、お願いし

ます。 

白水隆弘文化芸術振興課長 

文化芸術振興課所管の文化会館、サンメッセ鳥栖及び都市広場につきまして、財政的影響

ということで、数字を算出いたしております分につきまして御説明を申し上げます。 

これは平成24年度の歳入歳出に関しまして、税を転嫁すればどのような状況になるかとい

うことを試して算出したものでございます。 

市民文化会館につきましては、利用料年額約59万円、サンメッセ鳥栖につきましては86万

円、都市広場につきましては２万1,000円の、おのおの増収という算出をいたしております。 

しかしながらそれに伴いますさまざまな歳出分ですね、例えば維持管理に必要なもの、光

熱水費等が主なものでございますけども、その分がなおかつまた、文化会館につきましては

180万円程度、それから、サンメッセ鳥栖、都市広場につきましては合わせまして200万円弱

の歳出、歳出が増額ということが見込まれる試算をいたしておるとこでございます。 

文化芸術振興課関係につきましては以上でございます。 

石丸健一スポーツ振興課長 

スポーツ振興課所管の主なものといたしまして、まず、スタジアムでございますけれども、

スタジアムにつきましては約100万円ほど増加をいたします。 

あと主なものといたしましては、市民プールが約14万円ほどで、合計で体育施設につきま

しては、約170万円ほど消費税が、消費税分が増加するものというふうに見込みを立てており

ます。 

また、歳出につきましては管理費の合計等から約1,400万円ほど、歳出のほうは消費税が

３％上がることによって、費用が負担するものというふうに推測をいたしております。 
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以上でございます。 

成冨牧男委員 

ありがとうございました。 

今のでわかりましたが、金額的には３％分って、これぐらいって言っていいのか、これぐ

らいですよね。だから、４月１日から結局消費税はこの公共料金だけやないわけですよね、

全てにかかっていくわけでしょ。 

そういう中で、最初確認しましたけども、法令に違反しないのであれば、私としては、や

っぱり積極的にですね  私が調べたところでも幾つかの自治体で12月議会終わった時点で、

全国ではかなりの数になると思いますけど、見た目として据え置きの使用料が見受けられま

す。ですから、そういう選択もあってよかったのかなと。 

それと先ほどいろいろ、いやばってんこういうふうに消費税はそれぞれかかってくるから

支出のほうもふえるんですよっていうお話もありました。それはわかります。 

だけど、それについてはですよ、消費税ができるときに、地方消費税は、そういう地方財

源に資するためにっていう、国の説明もあってると思うんですね。 

だからそれはそちらのほうで、多分そっちのほうが大きいと思いますから、いろいろ今言

われた、全庁的に出す新たに含まれる委託料にとか、いろいろ出てくる費用というのは当然

出てくるのはわかっております。 

だけど、それをさらに上回る消費税増税分が出てくると、地方消費税から回ってくる分が

出てくると思いますので、私は使用料を据え置くべきではなかったかということをちょっと

自分の意見として申し上げて、質問終わります。 

国松敏昭委員長 

ほかはございますでしょうか。 

中村直人委員 

ただいまの議案に対してですね、消費税関係で今の政府は来年４月から行いたいという意

思表示をしとるぐらいで、政府の中で決定しておりますけれども、閣議決定はしております

けれども、最終的にはまだやってないんですよね。きのう県議会終わりましたけれども、県

議会もまだやってないんですよ。なぜこの12月にやらなければいけなかったのかというのが

一つ。 

それから使用料、手数料というのをそれぞれの地方自治体でいろいろなこと考えながら、

自由に決定はあるわけですよね。ですから、その消費税上がったからどうだということやな

くして、この使用料の問題っていうのはもう地方自治体のそれぞれの考え方によって決定し

ていいわけですので、それに対する管理費ちゅうのは当然のことですから、今までもやって
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るわけですね。 

ですから、子供たちから大人までいっぱい使うんですけれども、体育施設やらいろんな面、

公共施設やらですね。その課税対象っていうのをいっぱい  まだ今国会でもいろんな事、

物品課税ずっと、何にどれだけかけようかとか、課税対象の見解がまだまちまちなんですよ

ね。先送りしようともしてるんですよ。 

ですから、この子供たちが使う分に対してはどうするのかとか、じゃあ、ある程度、お金

をもらっている勤労者たちが使う場合についてはどうするとか、やっぱりそういった裁量ち

ゅうのが必要じゃないかなっていう気もしたんですけれども、そこら辺の考えがあるのかど

うなのか。 

ですから、１点は12月になぜせざるを得なかったのかが１点と、それからやはりそういっ

た課税対象枠というか、そういったものの検討はされたのかどうなのか。 

そういった点、２点についてちょっとお尋ねをしておきたいと思います。 

園木一博教育部長 

まず今12月議会に消費税関連議案の条例改正の議案を御提案させていただいたというの

は、１点はやはり周知、広報、そういった市民、御利用いただく方々に十分に料金改定につ

いて、広報等周知等を行う期間が一定必要だという判断のもとで、今12月議会にお願いした

というのが一点でございます。 

それと、先ほど中村委員のほうから御指摘がございましたように、いろんな配慮があるべ

きではないのかという御指摘だと思いますけれども、今回の改定にあたりましては、まず国

のほうからの適正な転嫁を基本に措置を行う旨の依頼があったこと、これを受けまして、市

として協議したところ、協議した中では、原価の見直しを行わず、方針的には３％の増額分

を転嫁するということで、関係する条例等の改正の改正方針として決定した経緯がございま

すので、その方針に基づいて改正をさせていただいたという状況でございます。 

以上、お答えとさせていただきます。 

中村直人委員 

周知徹底て言うけれども、もうほぼ国民は来年４月から値上げはされるんだなというのは、

およそ腹の中では決めてると思うんですよ。 

３月議会にしても、じゃあ鳥栖はこれだけ上がるんだなというのは、それは今決定しなく

ても、文書などで値上げをしていく予定でありますというふうなことを周知徹底はできるわ

けですよ。 

そして最終的なこの使用料、料金の問題点については、これだけになりますというのは、

３月議会でやっても４月からの異動ちゅうのは当然できるはずなんです。 



 - 48 - 

ですから、まず、決定をしておいてやるというのは、余りよくないと。たから、その前の

やはり消費税を鳥栖市としても取っていきたいというニュアンスでものを言っておいて、３

月議会でやりますからと、その文書で通達するのもこれは周知徹底の一つだと思うんですよ。 

ですからこの議案を出して決定して、はい決まりました。決まったことが周知徹底なのか

とこう言わざるを得ませんけれども、どうもそういうふうなことが今多いんですよね。県の

こと言うといかんけど、あの高校のパソコンだってそう。決定して今説明会。逆なんですよ。

説明会をして、ある程度周知徹底をしたところでこういうふうにこのくらいでお願いします

と、こういうのが本当だろうと思うんだけども、逆な、「決めました、お願いします」、これ

じゃ周知徹底やないと思うんですね。 

ですから、そこら辺のやり方問題としては、やはり再考してほしいなというのが僕として

は要望しておきますけれども。 

それから、やはり大変厳しい状況の中で消費税上がっていくわけですので、またその次の

10％が予定をされておるわけですから、大変負担が多くなるわけですね。そうすると使用す

る側にもやっぱり応分の負担をしなくちゃいけないというのを今言われてますけれども、じ

ゃあそれに見合う何かの見返りがありますかということになってくるわけですよね。 

当然国も今5.5兆円ぐらい要りますからということで、そのマイナス分穴埋めするために

今こうやってるわけですよ。前倒しでいろんなことをやりますということで。 

じゃあ、今は840万円ぐらいの増になりますからと、おおむねですね、言われたんだけれ

ども、じゃあその分の利用者に対する還元というのは何かされてますかとこうなってくるわ

けですよ。 

そこら辺の考え方はあるのかどうなのか、お尋ねをしておきたいと思います。 

国松敏昭委員長 

答弁、はい教育部長。 

園木一博教育部長 

今回の消費税改定については、社会保障と税の一体改革の中から、国のほうで方針決定が

なされたものと認識いたしております。 

先ほど、各施設の料金改定に伴う消費税の増額に伴う使用料の増額等の御報告もさせてい

ただきまして、全体的には840万円程度だろうという見通しもございます。 

あわせて成冨議員からも御指摘ありましたように、地方消費税というのが当然増額されて、

鳥栖市の一般財源として入ってくるわけでございますけれども、こういったものというのは、

施設の使用料については、使用にかかる経費に特定財源として充てますので、その財源とし

て宛てがうわけでございますけれども、基本的には施設運営に伴う経費にも消費税が転嫁さ
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れております。 

先ほど御報告させていただいたように支出のほうの税額の改定に伴う費用負担のほうが

大きくなっておりますので、消費税改定によって得ましたこの使用料の増額分については、

その財源として充てさせていただくと。また地方消費税については、社会保障と税の一体改

革の中での改革という認識をいたしておりますので、今後は社会保障を含めたところの市の

財源の一部と、一般財源の一部という認識をいたしておりまして、市の政策経費として、投

下されるものだという認識をいたしておるところでございます。 

以上でございます。 

中村直人委員 

それでは、今言われるように、体育施設とかいろんな、この限定してるわけですね、使用

するところが。それが一般的な財源として戻ってきて、何に使われるかわからんと。こうい

うことじゃ、やはり目的的な税として行うべきじゃないかというのが考え方なんですよ。そ

こで、利用者にそこの負担をしてもらうなら、そこに還元をすると、目的を持った消費税に

ある程度なしていかざるを得ないのじゃないかと。 

じゃあ上がった分が違うところにも一般財源化されて、何に使ってるかわからんと。税と

社会保障一体、大体消費税ていうのはいろんなことで繰り返すのは社会保障に使いたいから、

その財源がないので上げてくださいというのが一般的には多いんだけれども、じゃあ何に使

われているかわからんというのが、現実でしょう。 

ですから、やっぱりそういった面ですればそこで上がった分についてはそこで還元をしま

すよということになればわかりやすいんですよ。利用者的には。 

ですからそういったものを含めたところでですね、やはり検討はされなくちゃいけないん

じゃないかということを申し上げて、この件については終わりたいと思います。 

国松敏昭委員長 

答弁はよろしいですね。 

下田 寛委員 

すいません、今の関連してお伺いしたいんですけれども、公共施設においてですね、使用

料は、市内と市外で分かれていたりとか、そういったものがあると思うんですけれど、この

辺は、今後もその、まずどういった基準で市内と市外分けているのか、今後どういうふうに

整理していくのかと、そういうことまで聞けたらありがたいんですが。 

石丸健一スポーツ振興課長 

まず体育施設につきましては、今おっしゃったように市内、市外の料金設定がございます。 

これは一つは、市民の方、鳥栖市の施設でございますので、市民の方を優先すると。それ
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からもう一つは、利用がですね、利用をちょっと市外の方制限するという意味もあって、料

金を約倍の料金に設定をさせていただいております。 

ただ、最近は市内・市外料金がない自治体、周辺の自治体もございますけれども、鳥栖市

においては、特によそからの申請が非常に多うございますので、今申し上げた一つの制限と、

鳥栖市民の方がより利用できるようなという考え方のもとに、体育施設についてはそういう

料金設定をさせていただいております。 

以上でございます。 

下田 寛委員 

それは今後についても、そういった方針でずっといくという形なんでしょうか。 

石丸健一スポーツ振興課長 

現段階においてはそうでございます。 

ただ近隣のみやき町、それから基山町、上峰町等で市外料金を市民扱いとして、市内料金

で利用するというような検討会議は、現在、継続的に行っております。 

以上でございます。 

国松敏昭委員長 

はい、いいですか。 

はい、まだありますか。質問ありますか。（「質問はないです。今後……」と呼ぶ者あり） 

国松敏昭委員長 

手を挙げて。はいどうぞ。 

下田 寛委員 

どちらがいいのかはちょっと検討していただかなければいけないと思うんですけれども、

より使いやすい体系でですね、お願いできればと思います。 

以上です。 

国松敏昭委員長 

ほかはございますでしょうか。 

   〔発言する者なし〕 

はい、よければ質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

次に入りますが、ここで暫時休憩を行いたいと思います。 
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  午前11時休憩 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時11分開議 

 

国松敏昭委員長 

再開します。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案甲第47号 鳥栖市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例 

 

国松敏昭委員長 

次に勤労青少年ホーム多目的ホールの体育施設への移管を初め、施設利用の見直しを内容

とする議案甲第47号 鳥栖市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例を議題といたしま

す。 

執行部の説明を求めます。 

緒方心一生涯学習課長 

生涯学習課から議案について説明をさせていただきます。議案書の36ページをお願いいた

します。 

議案甲第47号 鳥栖市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例について御説明を差

し上げます。 

本件につきましては、利用実態に対応した施設としての活用を図るため、使用者の範囲と

使用料の見直しを行い、あわせて多目的ホールを体育施設の一部とするため、勤労青少年ホ

ーム条例の一部を改正するものでございます。 

改正内容といたしましては、この条例で規定しております勤労青少年ホーム多目的ホール

に関する部分を削除いたしまして、使用者の範囲を30歳未満から35歳未満までに拡大をいた

しております。 

また、勤労青少年以外の者がホームを使用する場合の使用料について、同規模、同機能を

有するまちづくり推進センターの使用料を準用し、全室同額、時間単位の使用料設定から部
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屋別の１時間当たりの使用料に改正するものでございます。 

以上簡単ではございますけど、説明のほうを終わります。 

国松敏昭委員長 

執行部の説明終わりました。 

これより質疑を行います。 

成冨牧男委員 

済みません、これ念のための確認ですけど今の理由によれば、これは消費税に伴うもので

はないということ、もう提案理由のとおりでいいんですね。 

緒方心一生涯学習課長 

料金の設定につきまして、時間単位の使用料から１時間当たりの使用料に改正をいたして

おりますが、その際にスポーツ施設につきましては、現在の午前８時から午後８時までの12

時間の単価、時間単位で設定をしております。こちらの分を時間単価に割り返して計算して

おりますので、その際に、消費税分についても引き直しをしている部分はございます。 

以上でございます。 

国松敏昭委員長 

はい、よろしいですか、今の説明で。 

ほかはございますでしょうか。 

下田 寛委員 

ちょっと確認というか、なんですけれど、これ要するに消費税が上がるから支出がふえる

と、全体的に見てですよ。だから、料金体系も見直さなければいけないということなんで、

要はこれ、国として消費税が上がるから鳥栖市としても一律で消費税分を使用料に当てはめ

るというよりかは、消費税分が上がるから支出もふえるのでそのために、料金体系を見直す

というような認識じゃないんかなと思うんですけれど、そういう整理でいいんでしょうかね、

理解で。 

園木一博教育部長 

今回、甲議案で条例改正上げさせてもらってます。 

当然、今回、今御審議賜ってます47号の勤労青少年ホーム条例も、料金については消費税

の分は転嫁させていただいたところで改正をさせてもらってます。 

御指摘がありますように、消費税については全ての課税、費用については、今回、５％か

ら８％になります。当然公共料金についても消費税がかかりますので改正をさせてもらって

おりますが、当然その施設の使用料については、その施設を運営するための費用が市として

も当然歳出のほうで計上させていただいておりますけど、光熱水費、公共料金等も含めまし
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て、すべての経費に消費税が転嫁をされております。 

当然、先ほど数字の御報告をさせていただきましたように、施設運営経費についても税が

全部転嫁されておりますので、次年度の見込みでいきますと、消費税関連で費用の増額が見

込まれております。 

この使用料については、そういった費用の財源として充てるために使用料というのも特定

財源という位置づけをいたしておりますので、あわせまして使用料についても、税の転嫁を

させていただいたということでございます。 

国松敏昭委員長 

いいですか。 

下田 寛委員 

はい、ありがとうございます。 

なので一律８％に上がるから、じゃあ公共料金も上げましょうという、使用料も上げまし

ょうというよりかは支出の分もふえるんでこちらのほうも見直しをして、その支出の部分を

何とか補っていかなければいけない、というような認識ということで、理解をさせていただ

きます。 

国松敏昭委員長 

ほかはございますでしょうか。 

    〔発言する者なし〕 

はい、質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案甲第50号鳥栖市体育施設条例の一部を改正する条例 

 

国松敏昭委員長 

次に、消費税改正に伴う使用料改正及び勤労青少年ホーム多目的ホールの体育施設への移

管を内容とする議案甲第50号 鳥栖市体育施設条例の一部を改正する条例を議題といたしま

す。 

執行部の説明を求めます。 

石丸健一スポーツ振興課長 

議案甲第50号 鳥栖市体育施設条例の一部を改正する条例について御説明を申し上げま

す。議案書は43ページでございます。 
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本件につきましては、平成26年４月１日の消費税及び地方消費税の税率の改正並びに先ほ

ど議案甲第47号で御説明いたしました勤労青少年ホーム多目的ホールを体育施設の一部とす

ることから、鳥栖市体育施設条例の一部、別表２から別表12を含め改正するものでございま

す。 

以上、説明を終わります。 

国松敏昭委員長 

はい、執行部の説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

    〔発言する者なし〕 

はい、質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案甲第57号 工事請負契約の変更について 

   議案甲第58号 工事請負契約の変更について 

   議案甲第59号 工事請負契約の変更について 

 

国松敏昭委員長 

次に、学校給食センターの設計変更に伴う議案甲第57号 工事請負契約の変更について、

議案甲第58号 工事請負契約の変更について及び議案甲第59号 工事請負契約の変更につい

て、以上３議案を一括議題といたします。 

執行部の説明を求めます。 

尼寺 学教育部次長兼教育総務課長 

議案甲第57号、58号、59号につきまして一括して御説明をさせていただきます。議案書は

59ページから61ページでございます。 

平成25年度発注用の公共工事設計労務単価が改正をされまして、全国的に全職種平均で前

年度比で約15.1％上昇したことに伴い、国・県におきまして、技能労働者への適切な賃金水

準の確保を目的に、特例措置が実施されたところでございます。 

この特例措置の内容につきましては、平成24年度の労務単価で設計をした公共工事等につ

きまして、平成25年度の労務単価で積算をし直した内容で設計変更協議し、差額分を増額変

更するというものでございます。 

対象となるものにつきましては、予算を旧労務単価で予定価格を積算し平成25年４月以降
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に発注した工事でありまして、本市教育委員会の場合では鳥栖市学校給食センター建設工事

が該当いたすところでございます。 

本市といたしましては、国・県からの要請を踏まえ、入札事務改善検討委員会において技

能労働者の適切な賃金水準を確保をする必要があると判断いたしまして、この特例措置を講

ずるものといたしましたので、今回増額のための契約変更をお願いするものでございます。 

議案甲57号、これは建築工事でございますが、770万400円の増、議案甲58号につきまして

は、これは機械設備工事でございますが、420万7,680円の増、議案甲59号、電気設備工事に

つきましては、315万1,440円の増というふうになるものでございます。 

以上でございます。 

国松敏昭委員長 

はい、執行部の説明が終わりました。 

これより、一括質疑を行います。 

成冨牧男委員 

お尋ねします。 

一つは特例措置、特例措置っていうのを、いつやるっていうのは、いつから、いつごろこ

の特例措置で、この15.1％先ほど言われましたけどその数字が、わかって、予定されて、そ

の数字が発表されるのはいつだったのでしょうか。 

それから、その前に、特例措置っていうのが、国から、国のほうで決められたのはいつだ

ったのでしょうか。 

要は、これって何か私は全然、委員会では言われたのかもしれませんけど、もう一度そう

いう特例措置っちゅうのがあるんで、この契約は、いずれ変更契約が出てきますていうよう

な話はほとんどなかったんですか。なかったんですが、そこんとこは、どうなんでしょうか。

委員会では少なくとも言われてたんですかね。それともひょこっとわかったのか。 

以上。 

園木一博教育部長 

今回の労務単価の見直しについては、国のほうで毎年10月に各種労務単価を含めた建設単

価の調査、実態調査等を行い、次年度の公共料金の単価の決定をなされております。平成25

年度の単価の決定の際、平均で労務単価15.1％の増額になると。 

この影響としては、一つは東北の震災の影響と、やはり建築関係の人材の確保に困難され

てると、一部東北の事案では実例としては20％以上労務単価が上がっているという状況もご

ざいました。 

東北のほうでは、現実的に入札ができない、不調に終わるというようなことから、意図的
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に労務単価を上昇した上で再入札というような事例も、昨年の国の調査等から出てきており

ます。 

こういった状況を受けまして、国のほうが平成25年度の公共料金の単価を決定した際に、

各種都道府県、関係団体、業界団体含めて、特に国のほうは４月８日時点で、こういった特

例を国が行うと、あわせて都道府県で市町村においても、特例措置を行う旨の通知がなされ

ております。 

今回、私どもの給食センター工事につきましては、６月の20日の日に現場説明会を実施い

たしておりまして、現場説明会を実施する上で、予定単価等の協議を行う際に、平成25年度

の労務単価、これは県のほうの単価を使わせていただいておりますけれども、この県の建設

単価自体が６月１日、要は国の単価の改定を受けまして、県のほうが、独自の県の佐賀県単

価というのを持っておりますけれども、単価の見直しを行われて、６月１日に平成25年度の

単価決定がいたしております。 

そういったことから、給食センター工事に関しては、新しい新年度の単価を利用するには

時間的に難しい部分がございましたので、平成24年度の単価で設計をし、予定価格等設定し

て入札を行ったという状況がございます。 

その後国の指導、また県、佐賀県においてもこの特例措置を利用するという方針が決定を

なされましたもんですから、それを受けまして、市の入札指名委員会等の中の審議の中で、

鳥栖市においても国・県に準じ、特に建設業界等の賃金ベースを上げるという国の施策も含

めたところでの状況があったもんですから、適用しようということで、特例措置を利用して、

該当する工事等について、協議を行ったところでございます。 

その協議を行って、最終的に変更申し入れがありましたもんですから、それを踏まえまし

て設計協議を行い、業者との協議を行って、今回契約変更をお願いするという事案になった

という状況でございます。 

成冨牧男委員 

済みません、正直言ってちょっとわからないところがあるんでお尋ねしたいんですが、労

務単価の改定というか改正ちゅうのは毎年あってるということですね、前提が。 

今回特例措置というのが出たということで、ちょっとお尋ねですけど、経緯、最後のほう

がわからなかったんですけど、契約時は、そしたら、これまでどおりの、特例措置じゃない

というか、どう、その、契約時ですね、本契約時は、お互いの、その時はまだそういう意思

を表明する段階じゃなかったちゅうことで、その後内部で協議して、向こうから申し入れが

あったとか言われなかったですかね、さっき。向こうちゅうのは業者さんのほうから。 

そこら辺の、もうちょっと詳しく。 
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園木一博教育部長 

まず予定価格設定については、本市の場合、給食センター工事に関連する分については、

平成24年度単価で予定価格を設定をして入札を執行いたしております。 

その後、検討委員会の中でこの特例措置を適用する、この特例措置というのは、要は平成

25年度４月以降に契約した工事関係で、その根拠となる設計単価が平成24年度の単価を利用

している工事については平成25年度単価で、再度契約をし直すようにというという特例措置

でございます。 

それを、まずは、市側から業者側にこの特例を受けられますか受けられませんかという、

市側から申し入れを、要は協議をさせていただいて、請負業者のほうから、その特例措置を

受けたい旨の申し出があったもんですから、協議をして、最終的にこの額を変更契約という

形で今回お願いしているという状況です。 

国松敏昭委員長 

よろしいですか。 

成冨牧男委員 

はい、よくわかりました。 

国松敏昭委員長 

ほかはございますでしょうか。 

成冨牧男委員 

関連で質問したいんですが、だめなときはだめと言ってください。センターに関連してで

すね。 

一つはいわゆる今の給食センターの進捗状況をソフト面、施設面、いわゆるハードの部分

と施設整備の分と、ソフト面といいますか、いわゆるセンター開始時の職員数をどういうふ

うに見込んであるのかですね。 

それともう一つ、いろいろ言いたいんですけど、もう一つは、食材納入業者さんとのお話

し合いをされるということですけど、それが今現在どうなっているのか。 

そこの、細かくいろいろ聞きたいんですけど、とりあえず今回はその２点についてお尋ね

をします。 

国松敏昭委員長 

ちょっと、議案外の問題も入っているかと私は認識しておりますが、その辺も踏まえて、

どこまで答弁できるか。 

園木一博教育部長 

この工事につきましては、契約以降今現在、工程会議等で協議を進めながら、工期内完了
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を目指し、事業進めているところでございます。 

またセンターの運用開始予定を平成26年９月からからということで計画をいたしており

まして、運営に係る運営体制、先ほど御指摘ありました食材の調達等も含め、今現在協議を

進めているところでございます。 

基本的には現行の直営方式で運営をすることといたしておりますので、職員の配置状況に

ついては現在、るる協議を進めさせていただいている状況でございます。 

食材については、まずは商工会議所さんからの今までの学校給食を支えていただいた食材

納入業者さんたちへの御配慮をいただきたい旨の要望が出ておりまして、先般から関係する

事業者の方々からも、個別に要望も御いただきをしている状況でございます。 

含めまして、納入業者さんに市が納入に当たっての一定のルールを明確にすべき必要がご

ざいますので、その調整を今進めているところでございまして、その意見等についても、納

入業者さんからも御意見等も頂戴しながら、納入ルール等も含めながら、基本的には市内の

今まで学校給食を支えていただいた納入事業者さんの方々については、一定のルールは、ど

うしてもセンター運営上必要な部分のルールというのは、遵守いただく形になりますけれど

も、市のほうからその事業者さんの方々を除外する考えは持っておりませんので、今までど

おり、納入ルールに基づいて納入いただける事業者さんについては今後も学校給食の支えを

していただきたいという考え方で、今協議等を調整等も含めまして進めているような状況で

ございます。 

以上、御報告とします。 

成冨牧男委員 

私が何でこういう質問するのかちゅうのは、幾ら建物が立派なものが、これ、建築工事で

すけど、できてもですね、その運用次第では宝の持ちぐされになってしまうし、場合によっ

ては、同じか、もったいないという話にもなるので、こういうふうにお尋ねしております。 

それで、あとはきょうは要望にしておきますが、何で健員、保健員っていうんですよね、

ここは。調理員さんの人数を、のことを聞いたかというと、これまでの一般質問の回答でい

うと30人から50人ということを、今でもそれですよね。 

だから、嘱託職員さんにとってはですね、前も言ったように、昔のごとですね、御主人の

とか、とにかく補助的な収入を得るっていうところから、もう自分も立派な働くて、収入元、

収入を、家計を支えないかんということで来てある方がほとんど、それはもう私が言わんで

もわかってあると思いますけど、その人たちにとって、１年更新１年更新でしょ、嘱託は基

本的に。そしたらまじめに考えてあるわけですよ、１年更新ということを。 

国松敏昭委員長 
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ちょっと成冨委員、（「いや、だから要望で、要望ですので……」と呼ぶ者あり）場を考え

て要約、ね。一般質問なり、そのことは取り上げてきちっと質問していただきたいと。 

きょうは契約の話でございますので、その辺は十分考えていただいて、（「はい、了解です」

と呼ぶ者あり）要約してください。 

成冨牧男委員 

それで、不安に思っておられる方もあります。 

ですから、年度内と言わずですね、もうできるだけ早く、どうなるのか自分の身、それが

わかるようなスケジュールでやってください。 

それから食材納入業者も同じです。死活問題、これもそういうふうに言われてます。 

それからあとぜひ要望でお願いしたいのは、センターにあるランチルーム、これどういう

ふうに活用されるのかが、これはしっかりやってもらわんと本当大きな、ちょっと委員会記

録なんか読みましたけど、かなり大きなやつをですね、年に１回来るぐらいじゃもったいな

いと思いますので、そこんとこ。 

それからアレルギー対応、かれこれ今までの一般質問で、基本的に今までどおりやります

と言われたところについては早急にですね、しないともうまた間に合わんで、もう今までど

おりでいきます、今までどおりっちゅうか、もうやれるところでやりますてなりかねません

ので、よろしくお願いします。 

以上です。 

国松敏昭委員長 

ほかはよろしいですかね。 

   〔発言する者なし〕 

はい。 

質疑を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

以上で教育委員会教育部関係議案の質疑は全て終了いたしました。 

次に当委員会に送付されました陳情第22号の協議を行いますので、関係のない職員の方は

退席いただいて結構であります。 

   〔執行部退席〕 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   陳情第22号 国史勝尾城筑紫氏遺跡関連に関する要望書 

 

国松敏昭委員長 

それでは陳情第22号 国史（国指定史跡）勝尾城筑紫氏遺跡関連に関する要望書を議題と

し、協議を行います。 

本陳情は、四阿屋会会長、志藤利則氏から提出されたものでありまして、国史跡の勝尾城

筑紫氏遺跡に男女問わず、また幅広い年代にやっぱり関心を持っていただき、さらにはより

体験をできるような方策を講じられるように、との要望であります。 

陳情は、１点目でございますが、要望の趣旨、２、現状の問題点、３点、要望案の３点か

ら成っております。 

まずは特に３、要望案を中心にこの３点について、それぞれ執行部の見解をお伺いしたい

と思います。 

緒方心一生涯学習課長 

ただいま、国指定史跡勝尾城筑紫氏遺跡関連に関する要望書につきまして、御説明のほう

をさせていただきます。 

まず、資料展示室の移転及び運営方法の見直しの山浦パーキングエリア北側上り線の隣接

地への移転についてでございますけれども、史跡の訪問者が、勝尾城筑紫氏遺跡に興味を持

ち、文化財として価値を正しく学習してもらうためには、史跡全体の情報提供を行うガイダ

ンス施設を整備する必要がございます。 

現在、史跡のほぼ中央部に教育委員会が所有します文化財の整理作業施設、牛原町文化財

整理室があり、この施設内の一室を勝尾城筑紫氏遺跡資料展示室として、説明パネルや出土

遺物等を展示公開しております。 

当面はこの展示の中身の充実させながら、この施設を利用していくこととしております。 

しかしこの施設は、プレハブ構造の仮建物であり、長期的な公開活用施設として使用して

いくのは困難であることから、史跡勝尾城筑紫氏遺跡整備基本計画では、史跡の入り口部分

に当たる総構え、空堀の周辺地に体験学習等を提供できるガイダンス施設の設備を設置する、

検討するとしております。 

御要望にあります長崎自動車道山浦パーキングエリアの周辺部への建設は、この土地が西

日本高速道路株式会社の所有地であることから、資料展示室等を設置するには、西日本高速

道路株式会社と協議を進めて同意と協力を得る必要があります。 
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また現在緑地となっております丘陵部分を造成することには、史跡周辺の環境を保護する

観点から課題もあるものと考えております。 

ただ、山浦パーキングエリアを利用する人たちに勝尾城筑紫氏遺跡を紹介することができ

れば、史跡の認知度の向上につながることから、現在進めております葛籠城地区の整備完成

に合わせて、パーキングエリア内の史跡案内板等の設置についても、史跡を広く紹介する方

策の一つとして考えてまいりたいと思っております。 

将来的な課題としております本格的なガイダンス施設は、整備基本計画で示された惣構え、

空堀等地区の市有地が利便性が高く、最も適当ではないかというふうに考えておるところで

ございます。 

次に、移転後の資料展示室の運営のために入管者を置き、自由に閲覧できる体制にしてほ

しいとの御要望でございます。 

現在、牛原町文化財整理室の展示室の見学につきましては、事前に文化財担当へ連絡をい

ただければ説明はさせていただいておりますけれども、また、直接お見えになられた方につ

いても連絡をいただくように、入り口に案内対応させていただいているところでございます。 

続きまして、勝尾城登山道（遊歩道ルート）の改修工事についてでございます。 

閉鎖されている遊歩道は、地形、勾配から従来、女性や子供たちが登れる登山道として利

用されていた、このことから、土砂崩れ及び山道の改修整備を早急に対応してほしいとの御

要望でございます。 

この担当部署につきましては、商工振興課というふうになっておりますけれども、今回の

要望が勝尾城筑紫氏遺跡を多くの方々に関心を持っていただき、見学会や登山などに来てほ

しい、知ってほしいとの趣旨でございまして、観光施設を有効活用することで、史跡の活用

を図っていくことから、今後も商工振興課と連携してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

続きまして、勝尾城城山エレジイの歌碑とオートサウンドシステム設置の御提案でござい

ます。 

勝尾城地区の公有化を伴う本格整備事業につきましては、本年３月に策定いたしました史

跡勝尾城筑紫氏遺跡整備基本計画において、中長期的事業と位置づけをいたしております。 

しかしながら、この中長期的な史跡整備計画の対象地区につきましても、本格的な整備事

業と並行して伐採や下草刈りなど、日常的な保全管理に加えまして、説明板等のサインの充

実、簡易な散策路の整備などを進め、来訪者の便宜を図っていくことといたしております。 

勝尾城跡地区におきましても、平成26年度に予定しております広域林道の供用を契機とし

て、来訪者の増加が見込まれることから、案内表示や説明欄等を随時整えてまいりたいと考
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えております。 

御提案がございましたオートサウンドシステム装置を搭載した歌碑などの設置を検討す

ることについては、来訪者の便宜を図るという意味で一つの方法であるかと思いますけれど

も、国指定史跡内にあることから、設置に際しましては、遺構に影響がないようにするなど、

史跡や景観に配慮したデザインや内容が求められることとなります。 

以上、簡単ではございますけれども、御説明のほうを終わらせていただきます。 

国松敏昭委員長 

執行部から見解を伺いましたが、委員の皆様からの御質疑、御意見があればお受けいたし

ます。 

   〔発言する者なし〕 

なければ、ちょっと私からですが、この国指定の史跡勝尾城筑紫氏の遺跡でございますが、

現在、国からの当然補助が、国史跡でございますので、あると思いますが、その辺はどうい

うふうに、連携というか国のそういう指導とかもしくは援助のもとで進められているのが、

国との関係がどういう関係になっているのか、その状況わかればここで、お願いします。 

緒方心一生涯学習課長 

現在史跡内の葛籠城地区におきまして、短期的計画ということで、公有化事業を進めてお

るところでございまして、この公有化の買い上げに伴う補助金といたしまして、国、それか

ら県のほうから補助金をいただいており、補助事業といたしまして、補助金をいただいてい

るところでございます。 

国松敏昭委員長 

再度質問しますが、最後は、そしたら単年度とかそういう長期的に何かそういう補助制度

のもとで、市と、市の中で、その辺はどういうふうに進められているのかなと思って。 

単年度だけ一括してもらうのか、もしくは、長期史跡を整備するための何かそういう手だ

てがあるのか。 

質問がわかりますか、趣旨は。 

緒方心一生涯学習課長 

補助事業につきましては単年度ごとの申請となりますけれども、先ほど申しました史跡勝

尾城筑紫氏遺跡整備基本計画につきましても、文化庁のほうの採択をいただいておりますの

で、この基本計画に基づきまして、今後事業については進めていきたいというふうに考えて

いるところでございます。 

国松敏昭委員長 

では、再度お話しますが、そしたら今要望が出されてるところは、国の補助事業の中でで
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きるのか、もしくは単独でそういう予算づけもしくは何か方向性ば出さんとできないのか。 

その辺も踏まえてわかれば。 

園木一博教育部長 

先ほど課長申し上げましたように、整備基本計画については文化庁の承認を得ましたので、

この整備計画に基づいて、年次的に整備をすることにいたしております。 

基本的にまず短期計画、中期計画、長期計画ということで大きく三つに分類をいたしてお

りまして、単期計画の中が現在進めております葛籠城地区の整備を進めると。まずもって今

進めてるのは公有化事業ということで、その史跡用地を公有化していくということで国の補

助事業にのっとって事業進めております。 

御指摘がございました、ガイダンス施設等につきましては、長期計画の中に位置づけてお

りまして、現在の整備計画で申し上げますと、平成40年以降の計画という位置づけになって

おります。 

これについても、当然都度都度状況に応じながら、県または文化庁と協議を重ねながら、

整備計画の見直し等が必要になれば、そういった協議も含めた、計画の推進になっていくも

のというふうに認識しているところです。 

国松敏昭委員長 

はい、説明受けましたが、ちょっとなかなか整理できませんし、何か今後のそういう勝尾

城の整備に当たってのスケジュールもしくは計画資料として提出できれば、委員長として、

資料提出をお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

園木一博教育部長 

2013年ということで、正式に文化庁の御承認いただきました史跡勝尾城筑紫氏遺跡整備基

本計画という計画書はございますので…… 

国松敏昭委員長 

あれは全員もろうたかな。 

園木一博教育部長 

策定時に、各議員さんのほうに配付をさせていただいております。 

この計画の70ページに、大きな年次計画のメニュー等も掲示をさせていただいております。 

先ほど申し上げましたように短期計画で、葛籠城地区の公有化、現状調査、発掘調査等を

進め、これを平成31年まで、また筑紫氏館跡についてが平成28年度から公有化、勝尾城跡に

つきましては平成30年から公有化という計画をいたしております。 

また、サイン、ガイダンス等については長期計画等で位置づけておりまして、先ほど申し

上げましたように平成40年度以降の長期計画で位置づけをさせていただいていると、いう状
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況でございます。 

国松敏昭委員長 

既に配付させていただいてる中に全部網羅されてると理解していいですね。（発言する者

あり）はい。了解しました。 

御意見ありますでしょうか。 

下田 寛委員 

質問なんですけれど、私自身もこういった史跡を何とかこう鳥栖の一つのブランドとして、

鳥栖内外の人が認知してもらったら、非常に興味深いものになっていくだろうなという期待

はしているんですけれど、例えば、今この勝尾城を活用した、イベントを市民の人が自主的

にやってくださってることとかは今あるんでしょうか。 

久山高史生涯学習課文化財係長 

具体的に申し上げますと、見学会、史跡見学会というのを年２回行っておりまして、春に

ついては市の直営ですが、秋のほうは市民の方からも、特に地元の方々を中心に実行委員会

を組織いたしまして、そちらのほうで行っております。 

下田 寛委員 

わかりました。 

今後ですよ、やっぱりその行政がある程度主導することは大切なことだとは思うんですけ

れども、ある意味限界があるし、行政、なんかやってくれよってなってしまうと、行政が動

かないと何も動かなくなってしまう。これはいろんな部分であると思うんですが、ですので、

市民の人たちが自由にこの筑紫氏を活用したようなイベントを打てるような環境整備してい

くことも非常に大切なんじゃないかなというふうに思います。 

ですので、そういったことも踏まえてですね、私も応援をしていきたいと思っているんで

すけれど、またそういった形でも、市民の活力をいかに活用していくのかという視点で、制

度の設計等より充実していただけると今後の活動につながっていくんじゃないかなというよ

うな気もしておりますんで、これ要望としてお伝えをさせていただきます。 

以上です。 

国松敏昭委員長 

ほかにありますでしょうか。 

成冨牧男委員 

今言われた中で２番目の要望、遊歩道ルートの改修工事の話ですけどね、四、五年できて

ないということですかね。「閉鎖されている遊歩道（４～５年）」。 

これって、理由、何でですかねということと、そこに写真、陳情書に写真が載ってますが、
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「この先工事中につき通行は御遠慮ください」って、これ何か工事され、これは何の工事。

まさかずっとダミーでこれ置いてあるんじゃないと思いますけど、そこんとこどうですか、

これ。 

久山高史生涯学習課文化財係長 

そちらの自然遊歩道の件につきましては、ここ10年来、四、五年来ですが、林道ですね、

広域圏のほうの、農林のほうで行っております、広域林道がそこを断ち切った形の工事とな

りますので、その間は閉鎖しております。危険が伴いますものですから。 

ですから、その間は閉鎖した関係で少々道そのものはちょっと、多少荒れてるところはご

ざいますので、それについては相談を受けましたら、随時補修していくということで商工振

興課とも確認しております。 

成冨牧男委員 

ていうことは、今言われた林道整備のための工事中につきっていう意味ですね。 

それと、あとどれぐらいかかるということですか。いずれそんならできるという事ですか。 

久山高史生涯学習課文化財係長 

商工振興課を通して県に確認したところ、工事については今年度、この部分についてはお

おむね通れるというので、自然歩道についても今年度をめどに開通する予定だと。 

成冨牧男委員 

わかりました。 

国松敏昭委員長 

いいでしょうか。 

では委員長として申し上げますが、この陳情書においては、国史跡の勝尾城筑紫氏遺跡に、

男女問わず、また冒頭からお話ありました、いたしましたように幅広い年代にわたり、関心

を持っていただき、さらにはより体験ができるような方策を講じられるようにとの、こうい

う趣旨の内容の要望でありましたので、この辺はしっかり受けとめていただいて、執行部の

対応をよろしくお願いしたいと思います。 

よろしいですか。 

以上で、陳情第22号についての協議は終了いたしました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

以上で本日の日程を終了いたしました。 
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なお、あすは午前10時に出発で現地視察になっておりますので、委員の皆様、職員玄関前

に御集合をお願いしたいと思います。 

本日の委員会はこれをもちまして散会をいたします。 

 

  午前11時54分散会 

 



 

 

 

 

 

 

 

平 成 25 年 12 月 19 日 （木） 
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１ 出席委員氏名 

 

  委 員 長  国 松  敏 昭   委 員  中 村  直 人 

  副 委 員 長  下 田    寛      〃     久保山  博 幸 

  委 員  成 冨  牧 男      〃     柴 藤  泰 輔 

     〃     久保山  日出男 

 

２ 欠席委員氏名 

 

  な   し 

 

３ 委員会条例第19条による説明員氏名 

 

  総 務 部 長  野 下  政 信   教 育 長  天 野  昌 明 

  総 務 部 次 長  野 田    寿   教 育 部 長  園 木  一 博 

     〃     詫 間    聡   教 育 部 次 長  尼 寺    学 

     〃     辻    易 孝   学校教育課長  柴 田  昌 範 

  総務課長補佐  古 澤  哲 也   生涯学習課長  緒 方  心 一 

  総合政策課長  松 雪    努   文化芸術振興課長  白 水  隆 弘 

  情報管理課長  江 嵜  充 伸   スポーツ振興課長  石 丸  健 一 

 

  会計管理者兼出納室長  権 藤  博 文   議会事務局長  江 﨑  嗣 宜 

  監査委員事務局長  中 山  泰 宏 

 

４ 議会事務局職員氏名 

 

議 事 係 主 査 江 下    剛 

 

５ 審査日程 

 

 現地視察 

  勝尾城筑紫氏遺跡 
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議案審査 

議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号） 

議案甲第46号 鳥栖市民文化会館条例の一部を改正する条例 

議案甲第47号 鳥栖市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例 

議案甲第48号 鳥栖市定住・交流センター条例の一部を改正する条例 

議案甲第49号 鳥栖市都市広場条例の一部を改正する条例 

議案甲第50号 鳥栖市体育施設条例の一部を改正する条例 

議案甲第51号 鳥栖スタジアム条例の一部を改正する条例 

議案甲第55号 鳥栖・三養基地区消防事務組合規約の変更について 

議案甲第57号 工事請負契約の変更について 

議案甲第58号 工事請負契約の変更について 

議案甲第59号 工事請負契約の変更について 

〔総括、採決〕 

陳情協議 

 陳 情第22号 国史勝尾城筑紫氏遺跡関連に関する要望書 

〔協議〕 

報 告（総務部財政課） 

 平成24年度佐賀県競馬組合決算について 

〔報告、質疑〕 

報 告（教育委員会教育部教育総務課） 

 食育シンポジウムの開催について 

〔報告、質疑〕 

所管事務調査 

総務文教常任委員会の閉会中の継続審査の申し出の件 

 

６ 傍聴者 

 

  な   し 

 

７ その他 

 

  な   し  
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  自 午前10時 

 

  現地視察 

   勝尾城筑紫氏遺跡 

 

  至 午前11時 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  午前11時32分開議 

 

国松敏昭委員長 

これより本日の委員会を開きます。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  総   括 

 

国松敏昭委員長 

これより総括を行います。 

議案についての質疑は、終了いたしておりますが、審査を通じ、総括的に御意見等ござい

ましたら、発言をお願いいたします。 

なお、議案外の所管事務につきましての御意見などは後ほど時間を設けたいとは思ってお

りますので、総括については付託議案の審査を通じての総括的な御意見等お願いいたしたい

と思います。 

   〔発言する者なし〕 

ありませんねと。よろしいですか。はい。 

じゃあ総括を終わります。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

 採   決 
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国松敏昭委員長 

これより採決を行います。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号） 

 

国松敏昭委員長 

まず、議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５号）中、当総務文教常任

委員会付託分について採決を行います。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって議案乙第35号 平成25年度鳥栖市一般会計補正予算（第５

号）中、当総務文教常任委員会付託分につきましては原案のとおり可決することに決しまし

た。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案甲第46号 鳥栖市民文化会館条例の一部を改正する条例 

   議案甲第48号 鳥栖市定住交流センター条例の一部を改正する条例 

   議案甲第49号 鳥栖市都市広場条例の一部を改正する条例 

   議案甲第51号 鳥栖スタジアム条例の一部を改正する条例 

 

国松敏昭委員長 

次に、消費税改正に伴う使用料改正関連の議案甲第46号 鳥栖市民文化会館条例の一部を

改正する条例、議案甲第48号 鳥栖市定住交流センター条例の一部を改正する条例、議案甲

第49号 鳥栖市都市広場条例の一部を改正する条例及び議案甲第51号 鳥栖スタジアム条例

の一部を改正する条例、以上４議案につきましては一括して採決を行います。 

お諮りいたします。 

４議案は原案のとおり可決することに御異議ありませんでしょうか。 

ありませんでしょうか。 
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   〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

はい、御異議がありますので、挙手により採決を行います。 

４議案は原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

    〔賛成者挙手〕 

はい、挙手多数であります。よって４議案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案甲第47号 鳥栖市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例 

 

国松敏昭委員長 

次に、勤労青少年ホーム多目的ホールの体育施設への移管を初め、施設利用の見直しを内

容とする議案甲第47号 鳥栖市意見の青少年ホーム条例の一部を改正する条例について、採

決を行います。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり、可決することに決しました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案甲第50号 鳥栖市体育施設条例の一部を改正する条例 

 

国松敏昭委員長 

次に消費税改正に伴う使用料改正及び勤労青少年ホーム多目的ホールの体育施設への移

管を内容とする議案甲第50号 鳥栖市体育施設条例の一部を改正する条例について採決を行

います。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんでしょうか。ありませんでしょうか。 

   〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

はい、御異議ありますので、挙手により採決を行います。 

本案は原案とおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

   〔賛成者挙手〕 

はい、挙手多数であります。よって、本案は、原案のとおり可決することに決しました。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案甲第55号 鳥栖・三養基地区消防事務組合規約の変更について 

 

国松敏昭委員長 

次に議案甲第55号 鳥栖・三養基地区消防事務組合規約の変更について採決を行います。 

本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

   議案甲第57号 工事請負契約の変更について 

   議案甲第58号 工事請負契約の変更について 

   議案甲第59号 工事請負契約の変更について 

 

国松敏昭委員長 

次に学校給食センターの設計変更に伴う議案甲第57号 工事請負契約の変更について、議

案甲第58号 工事請負契約の変更について及び議案甲第59号 工事請負契約の変更について、

以上３議案につきまして一括して採決を行います。 

お諮りいたします。 

３議案は原案のとおり可決することに御異議ありませんでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認めます。よって、以上３議案は原案のとおり可決することに決しました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

以上で、総務文教常任委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 
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  陳情第22号 国史勝尾城筑紫氏遺跡関連に関する要望書 

 

国松敏昭委員長 

次に、陳情についてお諮りをいたします。 

昨日協議いたしました陳情第22号 国史（国指定史跡）勝尾城筑紫氏遺跡関連に関する要

望書についてでございます。 

この陳情につきましては、昨日の協議を踏まえ、勝尾城筑紫氏遺跡に男女を問わずまた幅

広い年代にわたり関心をもっていただき、さらにはより体験できるような方策を講じられる

ようにとの陳情の趣旨をくみ取りいただき、委員からの意見も十分に生かしながら努力して

いただきたいということを当総務文教常任委員会として執行部へ要望したいと思います。 

このように決定してよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

はい、ありがとうございました。それでは陳情22号につきましては、陳情の趣旨をおくみ

取りいただき、委員からの意見も十分に生かしながら、努力していただきたいということで、

執行部に要望したいと思います。 

執行部の皆様、よろしく対応のほどお願いいたします。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

以上で総務文教常任委員会に付託されました議案の審査はすべて終了いたしました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

 

  報 告（総務部財政課） 

 

   平成24年度佐賀県競馬組合決算について 

 

国松敏昭委員長 

次に、執行部より議案外の報告の申し出があっておりますので、これを受けたいと思いま
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す。 

詫間 聡総務部次長兼財政課長 

それでは、議案外の報告でございます。 

財政課からの報告になりますけれども、佐賀県競馬組合の状況報告を行わせていただきま

す。 

去る11月20日に開催をされております佐賀県競馬組合組合議会におきまして、決算の報告

でございます。 

佐賀県競馬組合につきましては、昨年、平成24年度の決算でございます。 

平成24年10月に始まりましたＪＲＡ中央競馬会の電話投票システムでありますＩ－ＰＡ

Ｔの地方競馬の発売に伴いまして、当初の見込みを上回り、増収効果等を全国中央競馬会の

総額として、前年等も上回っておる実績等でございます。佐賀県競馬組合におきましても、

11月からの実施となりまして、見込み額を上回る発売成績となっておるところでございます。 

一方、歳出面でございますけれども、全般的に削減を進めてまいりましたけれども、荒尾

競馬の廃止等の影響によりまして、荒尾競馬所属の馬の流入、賞金、諸手当の経費が増加す

るなど、単年度収支におきまして、8,138万180円の赤字となっておるところでございます。 

また、実質収支につきましてでございますけれども、前年度の繰り上げ充用額の２億1,397

万4,372万円を合わせまして、２億9,535万4,532円の収入不足となっておるところでございま

す。 

決算の概要といたしまして、歳入総額114億8,511万1,000円、歳出総額といたしまして、

117億8,046万6,000円となっておるところでございます。実質収支といたしまして、歳入歳出

差引額２億9,535万5,000円の形式収支赤字となっておるところでございます。 

財政調整基金等の残高といたしましては、平成18年度以降26億3,000万円となっておると

ころでございます。 

すいません、誤字の訂正をお願いいたします。 

１ページ目の下のところでございまして、実質収支のところでございます。 

前年度繰り上げ充用額の２億1,397万4,372円を合わせ２億9,535万の語句の訂正をお願い

をいたします。 

戻りまして、収支改善の実施でございます。 

今後、発売増収策の推進といたしまして、主催並びに他主催並びにネット販売の拡大等の

増収、あと競馬振興策といたしまして、魅力あるレースの提供、集客イベントの実施、ファ

ンサービスの実施、また経営効率化の推進といたしまして、職員人件費の削減、従業員賃金

の削減、発売業務等の外部委託化等を図っていくというところを佐賀県競馬組合から報告を
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受けたところでございます。 

以上、佐賀県競馬組合の決算状況に対する報告といたします。 

以上でございます。 

国松敏昭委員長 

ただいまの報告について質疑があればお受けしたいと思います。 

成冨牧男委員 

このごろは余りやってないかなと思いますけど、やってないかなと思うんですが、いわゆ

る告知、告知といいますか、飛行機を使ってありますよね。今も使ってあるんですかね、飛

行機。あれどれぐらいかかるんですか。結構かかるっちゃないかなと思って。こういう厳し

いときに。 

ただ、それよりも費用対効果があるということであれば別ですけどね。 

詫間 聡総務部次長兼財政課長 

飛行機等による広報の関係だと思いますけれども、具体的にいつごろやってるのか、経費

等についてはちょっと報告等があっておりませんけれども、例えば中央等の場外発売、ＪＲ

Ａの発売等があるときに飛行機等で広報活動を行っていることは私も確認をいたしておりま

すけれども、詳細については、報告がちょっとあっておりませんので、よろしくお願いいた

します。 

成冨牧男委員 

個別にいいですか。 

後から、どれぐらいの額がかかってんのか知りたいんですが。 

国松敏昭委員長 

それは、後ほど報告を出せますか。 

詫間 聡総務部次長兼財政課長 

後ほど競馬組合等確認をとりまして、御報告させていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

成冨牧男委員 

終わります。 

国松敏昭委員長 

ほかにございますでしょうか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

はい。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  報 告（教育委員会教育部教育総務課） 

 

   食育シンポジウムの開催について 

 

国松敏昭委員長 

ほかにありますか。 

尼寺 学教育部次長兼教育総務課長 

教育総務課より御報告をさせていただきます。 

今年、９月議会で御承認をいただきました食育シンポジウムの開催について御案内を申し

上げます。 

この事業は、財団法人自治総合センターの平成25年度シンポジウム助成事業といたしまし

て、事業の全額を助成金で賄うものでございます。 

内容につきましては、お手元にお配りをしております色刷りのパンフレットで御説明をさ

せていただきます。 

開催は来年１月28日土曜日13時から予定を（発言する者あり）失礼しました、１月28日土

曜日、（「18」と呼ぶ者あり）失礼しました、１月18日土曜日13時からということで、本当に

豊かな食生活とはをテーマに開催をいたします。 

構成といたしましては、第１部が基調講演、特別公演。第２部がパネルディスカッション

となっております。 

特に第１部の基調講演につきましては、講師といたしまして、辨野義己先生をお招きして

おりますが、辨野先生につきましては理化学研究所の研究員をされており、テレビ出演も多

く、特にクローズアップ現代とか世界一受けたい授業などにたびたび御出演させている先生

でございます。 

第２部にいたしましては、小学生へのアンケートをもとに、パネルディスカッションをし

ていただくことにしております。 

参加を希望される方につきましては、先着順となっておりますので、お早目に裏面の申込

書でお申し込いただきたいというふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

以上です。 

国松敏昭委員長 

はい。 
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御意見はないですね。 

   〔発言する者なし〕 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  所管事務調査 

 

国松敏昭委員長 

以上で付託議案の審査、陳情の協議、執行部からの報告は終了いたしましたが、これ以外

の当総務文教常任委員会の所管事項についての御意見や、お聞きしたいことなどがありまし

たら、この際ございますので、手短にお伺いしたいと思います。 

成冨牧男委員 

要望です。 

要望は、今回甲議案いっぱい出てますけども、これについてもっとわかりやすいように、

新旧対照表などで、を参考資料として出していただければと思っております。 

もちろん機械的に何もかんもっていう必要がない場合もある、もう、すぐ一目でわかるや

つは必要ないと思いますけど。 

以上です。 

国松敏昭委員長 

ほかはよろしいですかね。 

はい。 

以上で所管事務についての協議は終了いたしました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

  総務文教常任委員会の閉会中の継続審査申し出の件 

 

国松敏昭委員長 

次に総務文教常任委員会の閉会中の継続審査の申し出の件を議題といたします。 

お諮りいたします。 

御手元に配付の事件につきましては、委員会としてなお検討調査を要するため、閉会中の

継続審査といたしたいと思います。 
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以上のとおり議長に申し出することに御異議ありませんでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

はい、御異議なしと認めます。よって以上のとおり申し出することに決しました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

なお、委員長報告につきましては、正副委員長に御一任いただくことでよろしいでしょう

か。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは委員長報告につきましては、正副委員長に御一任いただくことに決しました。 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

国松敏昭委員長 

以上で本日の日程は終了いたしました。 

これにて平成25年12月定例会の総務文教常任委員会を閉会いたします。 

 

  午前11時48分閉会 
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